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目
 
加
 
田

さ
 
 
く
 
 
を

の
 
画
筆
親
王
謂
合
長
和
四
年
前
月

 
十
世
紀
の
サ
ロ
ン
活
動
は
、
皇
后
定
子
の
死
を
も
っ
て
幕
を
閉
ぢ
た
。
十
一

世
紀
の
サ
ロ
ン
活
動
は
、
皇
后
定
子
所
生
の
敦
康
親
王
、
修
子
内
親
王
、
そ
の

孫
・
量
子
女
王
（
後
朱
雀
中
宮
）
、
姪
の
子
延
子
女
御
、
愛
孫
祐
子
内
親
王
、

楳
子
内
親
王
達
の
そ
れ
へ
と
華
や
か
な
展
開
を
遂
げ
る
。

 
敦
康
親
王
は
一
条
帝
の
第
一
皇
子
。
母
は
皇
后
定
子
、
外
祖
父
は
中
関
白
藤

道
隆
。
学
才
と
い
い
人
物
と
い
い
、
当
然
、
皇
位
を
継
ぐ
べ
き
皇
子
で
あ
っ
た

が
、
左
大
臣
道
長
の
徹
底
的
な
策
謀
に
よ
っ
て
、
弟
の
第
二
皇
子
敦
成
、
第
三

皇
子
敦
良
に
奪
わ
れ
、
不
遇
の
中
に
世
を
去
っ
た
経
緯
は
、
栄
華
物
語
、
殊
に

大
鏡
が
言
を
尽
し
て
縷
々
物
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
酷
敦
康
親
王
に
並
々
な

ら
ぬ
好
意
を
示
し
た
の
は
道
長
の
長
子
頼
通
で
あ
っ
た
。
彼
は
北
方
具
平
準
王

女
隆
姫
の
妹
女
王
を
敦
康
親
王
に
納
れ
る
。
菖

 
（
敦
康
）

 
式
部
卿
宮
も
、
同
じ
き
宮
達
と
聞
え
さ
す
れ
ど
、
御
心
も
御
か
た
ち
も
い
み

 
じ
う
き
よ
ら
に
、
御
側
な
ど
も
深
く
て
、
や
む
ご
と
な
う
め
で
た
う
お
は
し

 
ま
せ
ば
、
御
宿
世
の
悪
く
お
は
し
ま
し
け
る
を
、
世
に
口
惜
し
き
事
に
思
へ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ

 
り
。
大
殿
の
大
将
殿
、
こ
の
宮
の
御
事
を
い
と
ふ
さ
は
し
き
物
に
思
ひ
き
こ

 
え
さ
せ
給
て
、
常
に
参
り
通
は
せ
給
ふ
と
幽
し
程
に
、
大
将
殿
の
上
の
御
お

と
う
と
の
中
宮
に
、
こ
の
宮
を
婿
取
り
奉
ら
ん
と
お
ぼ
し
心
ざ
し
た
り
け
る

な
り
。
さ
て
婿
取
り
奉
ら
せ
給
ふ
…
…
（
栄
華
物
語
巻
＋
二
た
ま
の
む
ら
ぎ
く
）
「
式
部
母
宮

う
せ
給
ひ
ぬ
」
と
の
の
し
る
…
…
若
く
お
は
し
つ
れ
ど
、
御
心
の
い
と
あ
り

が
た
く
め
で
た
く
お
は
し
つ
る
有
様
に
、
か
く
上
の
御
方
の
ゆ
か
り
と
は
い

ひ
な
が
ら
も
、
ゆ
ゆ
し
き
ま
で
お
ぼ
し
扱
は
せ
給
ふ
に
な
ん
〔
栄
巻
＋
四
あ
さ
み
ど
り
）

 
註
田
議
繹
の
御
お
も
ひ
た
が
ひ
て
・
 
 
世
の
中
を
お
ぼ
し
な
げ
き

て
う
せ
た
ま
ひ
に
き
。
御
と
し
廿
に
て
、
あ
さ
ま
し
う
て
や
ま
せ
給
に
し
か

は
。
．
冷
泉
院
の
宮
達
な
ど
の
や
う
に
軽
軽
に
お
は
し
ま
さ
ま
し
か
ば
、
い
と

を
し
さ
も
よ
ろ
し
く
や
、
よ
の
人
も
お
も
ひ
ま
さ
ま
し
。
御
ざ
え
い
と
か
し

こ
う
、
御
こ
・
ろ
ば
へ
も
い
と
め
で
た
う
そ
お
は
し
ま
し
・
…
…
よ
の
人
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
宮
の
御
こ
と
あ
り
て
こ
の
殿
御
う
し
ろ
み
し
た
ま
は
ば
、
天
下
の
ま
つ
り

ご
と
は
し
た
・
ま
り
な
ん
」
と
そ
お
も
ひ
申
た
め
り
し
か
ど
も
こ
の
入
道
殿

の
御
さ
か
へ
の
わ
け
ら
る
ま
じ
か
り
け
る
に
こ
そ
は
。
（
大
鏡
道
隆
伝
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モ
 

 
蕩
長
和
二
年
十
二
月
十
日
帥
宮
御
方
故
中
務
卿
宮
女
子
参
。
其
間
雑

事
等
仰
言
退
去
。
入
管
平
定
。
亥
時
参
入
云
々
。
西
対
北
面
為
在
所
、
其
装

束
甚
以
過
差
、
是
大
納
言
所
為
也
。
同
時
著
裳
云
々
、
時
剋
参
入
、
従
南
砂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
仰
単
車
。
件
車
我
也
。
車
副
八
人
著
冠
等
。
女
方
入
従
北
門
、
其
後
可
然
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雑
事
島
西
、
相
従
参
上
公
卿
等
八
九
人
許
、
示
置
時
能
程
女
方
可
度
給
由
憂

事
。
吉
富
御
方
、
有
宮
方
装
束
。
山
家
可
奉
。
今
日
不
奉
退
出
、
仰
置
明
日

御
使
事
、
退
出
間
遮
雨
気
、
時
々
降
（
御
堂
関
日
並
以
下
御
ト
略
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
帥
宮
）

○
＝
二

一
〇
八
四

一
〇
一
五

〇
一
六

oo
八七

敦
康
親
王
謁
合
は
、

家
流
を
承
け
る
親
王
ら
し
く
、

歌
題
は
男
性
の
歌
合
に
よ
く
見
受
ら
れ
孫
の
楳
子
歌
合
に
も
月
光
似
水
、

宿
夢
・
家
商
始
開
：

は
、
馴
染
み
深
い
詩
題
が
極
く
自
然
に
歌
題
に
も
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
残
念

な
こ
と
に
無
言
は
残
存
し
な
い
。
敦
康
親
王
の
女
娠
子
女
王
は
、
伯
母
夫
妻
頼

通
・
隆
姫
の
養
女
と
し
て
愛
育
さ
れ
る
。
頼
通
は
父
の
遺
言
に
逆
ら
っ
て
後
朱

雀
帝
の
中
宮
に
油
石
を
冊
立
し
た
。
道
長
は
孫
の
禎
子
内
親
王
の
後
見
を
し
か

と
頼
通
に
頼
ん
で
世
を
去
っ
た
が
、
頼
通
は
姪
の
禎
子
を
皇
后
に
格
上
げ
し
、

長
和
二
年
十
二
月
十
日
（
1
5
才
）
具
平
親
王
女
、
敦
康
親
王
に
参

る
。
同
時
に
着
裳
。
〔
御
）

三
年
十
月
十
二
日
（
1
6
才
）
帥
宮
皇
太
后
宮
に
参
る
。
廿
五
日
左

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヂ
 

府
宇
治
第
に
向
う
。
十
一
月
九
日
女
一
品
宮
に
参
る
。
（
小
右
記
）

四
年
二
月
四
日
（
1
7
才
）
叔
父
隆
円
×
四
月
八
日
大
宰
帥
親
王
家

有
謂
合
・
題
画
・
花
残
春
意
駐
（
日
本
商
略
）

四
月
廿
一
日
 
叔
父
大
宰
権
帥
早
言
大
宰
府
へ
赴
任
、
叙
正
二
位
。

（
御
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
敦
康
）
（
具
平
親
王
二
女
）
 
 
 
 
 
 
 
1

五
年
七
月
十
九
日
（
1
8
才
）
式
部
守
宮
内
方
有
産
事
（
御
）
 
姫
子

女
王
出
生

寛
仁
元
年
（
1
9
才
）
小
一
条
院
皇
太
子
自
訴
 
三
條
法
皇
×
．

二
年
十
二
月
十
七
日
（
2
0
才
）
敦
盛
親
王
×

 
 
 
親
王
1
7
歳
・
新
婚
の
夢
ま
ど
か
な
晩
春
で
あ
る
。
漢
学
の

 
 
 
 
 
 
 
歌
題
は
「
花
残
春
意
駐
」
で
あ
る
。
詩
題
風
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夜
霰

 
 
・
…
と
あ
る
が
、
五
言
の
歌
題
は
珍
し
い
。
親
王
に
と
っ
て

養
女
綿
子
を
中
宮
に
し
た
。
藩
姪
で
あ
れ
、
親
な
し
で
あ
れ
、
己
が
娘
を
後

宮
に
納
れ
て
君
寵
を
争
わ
せ
、
男
皇
子
出
生
を
願
う
と
い
う
、
非
常
な
手
口
は
、

実
は
御
堂
関
白
道
長
の
お
家
芸
で
あ
る
か
ら
、
頼
通
は
父
に
倣
っ
た
に
す
ぎ
な

い
が
。

 
藩
年
か
は
り
ぬ
れ
ば
内
わ
た
り
華
や
か
に
今
め
か
し
う
…
…
七
日
、
式
部

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
宮
の
姫
君
参
り
給
ふ
。
殿
の
居
立
ち
せ
さ
せ
給
ふ
事
な
れ
ば
、
世
の
中
靡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

き
て
い
と
め
で
た
し
。
内
よ
り
御
使
…
…
殿
の
上
も
お
は
し
ま
す
。
弘
徽
殿
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ボ
 
 

登
玉
殿
か
け
て
お
は
し
ま
す
。
内
は
な
ほ
梨
壺
に
お
は
し
ま
せ
ば
甘
い
と
遠

 
 
 
 
 
 
 

し
。
一
品
宮
宣
耀
殿
・
重
重
殿
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
承
鼻
鯛
の
馬
道
よ
り
通

り
て
上
ら
せ
給
ふ
…
…
（
手
巻
三
＋
四
暮
ま
つ
ほ
し
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
暦
元
年
二
月
十
余
日
に
一
品
三
后
に
立
た
せ
給
ふ
…
・
三
二
月
に
又
式
部
卿
宮

 
 
ほ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
姫
君
后
に
立
た
せ
給
ふ
。
一
品
宮
を
ば
皇
后
宮
、
こ
の
宮
を
ば
中
宮
と
申

す
…
…
（
全
右
）

口
中
宮
娠
子
サ
ロ
ン
長
暦
二
年

 
栄
華
物
語
に
は
娠
子
中
宮
サ
ロ
ン
の
様
相
を
、

中
宮
に
は
前
裁
合
・
菊
合
な
ど
せ
さ
せ
鞭
て
、
を
か
し
き
事
多
か
り
。

甚
だ
盛
大
な
催
し
で
あ
っ
た
。
と
記
す
。
そ
れ
は
、
春
記
に
よ
る
と
関
白
頼
通

好
み
（
栄
三
＋
四
暮
ま
つ
ほ
し
）

 
長
暦
二
年
十
月
十
六
日
己
卯
天
晴
、
今
日
於
中
宮
可
丁
丁
菊
之
興
、
是
従
先

 
婆
心
企
事
、
其
事
師
事
卿
・
公
成
卿
・
経
営
等
獲
起
云
々
、
慈
童
菊
之
器
、

 
皆
可
用
金
銀
風
流
云
々
、
翌
々
上
達
部
殿
上
人
等
之
外
論
相
槌
、
称
我
窯
云
々

 
事
太
詑
也
、
又
人
々
不
請
事
也
、
予
不
入
身
中
、
又
推
献
菊
花
無
由
之
内
、

 
金
銀
風
流
何
三
期
、
傍
錐
所
労
非
事
称
其
事
戸
隠
、
藩
士
如
此
之
興
宴
、
其

 
作
法
非
尋
常
、
如
田
夫
闘
諄
、
知
恥
之
人
、
交
衆
尤
有
琿
了
…
…
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十
七
日
庚
申
天
晴
、
左
衛
門
佐
経
季
楽
髪
退
出
、
来
談
云
、
昨
夜
依
冷
製
中

 
宮
、
関
白
、
東
宮
大
夫
、
中
宮
大
夫
、
東
宮
権
大
夫
、
権
中
納
言
、
信
家
、

 
四
條
中
納
言
、
依
召
養
但
直
衣
云
・
、
太
無
便
事
也
 
二
位
中
将
、
左
兵
衛
督
、
新
宰
相

 
中
将
、
新
宰
相
等
也
、
皆
着
直
衣
祇
候
、
不
御
傍
親
之
公
卿
・
直
衣
候
内
之
事
近
代
下
作
法
也
殿

 
上
人
経
輔
、
素
通
、
経
長
、
経
季
、
師
長
、
資
綱
・
経
成
・
経
季
等
也
、
人
々

 
進
一
本
堤
等
、
其
謡
扇
一
子
鯨
云
々
、
其
入
物
各
書
金
銀
風
流
、
此
中
公
成

 
卿
、
経
輔
菊
其
入
物
太
以
美
麗
也
、
自
絵
人
々
不
槌
覚
者
、
先
聖
盃
僕
東
片
庇
云
・

 
事
畢
被
参
御
前
座
、
即
有
管
絃
事
、
次
和
歌
事
云
々
・
暁
更
講
和
歌
聖
、
各
々

 
分
散
者
、
人
々
云
・
検
非
違
使
別
当
盤
金
銀
風
流
馬
事
・
先
例
無
面
癖
・
可

 
弾
指
事
也
云
々
、
資
通
、
経
長
不
進
菊
、
凡
不
蓋
進
云
々
、
後
聞
菊
二
本
被

 
奉
内
御
方
、
其
一
本
被
奉
女
院
云
々
…
…
（
春
記
）

 
と
あ
る
か
ら
、
華
奢
を
極
め
た
菊
合
に
重
点
が
置
か
れ
、
後
宴
で
管
絃
が
あ

り
、
和
歌
を
詠
進
し
た
も
の
の
、
歌
合
は
催
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
栽

合
も
、
盟
麦
、
女
郎
花
等
々
物
合
に
熱
中
し
、
華
や
か
な
物
合
せ
が
屡
々
催
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
歌
合
は
伴
わ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
進
菊
之
興

の
発
起
人
は
、
源
師
房
、
藤
公
成
、
経
輔
と
い
う
。
師
房
は
具
平
親
王
男
、
頼

通
北
方
の
弟
、
頼
通
猶
子
。
経
輔
は
隆
家
の
子
、
何
れ
も
姫
子
ゆ
か
り
の
人
々

で
あ
る
。
「
風
流
を
尽
く
し
た
金
銀
の
器
に
盛
っ
た
菊
を
持
ち
寄
っ
た
菊
合
の
華

麗
さ
、
派
手
な
騒
ぎ
で
あ
っ
た
ろ
う
事
は
、
「
太
説
也
、
如
田
夫
闘
謡
」
と
参

議
資
房
の
墾
盛
ぶ
り
で
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
華
や
か
な
娠
子
サ
ロ
ン
の
賑
い
を
、

皇
后
禎
子
は
寂
し
く
さ
い
て
い
だ
と
栄
華
物
語
は
伝
え
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
働

 
し
か
し
、
栄
華
も
又
、
優
く
終
る
。
娠
子
中
宮
は
翌
年
崩
御
。
2
4
才
。
丁
子

の
遺
児
、
祐
子
内
親
王
3
歳
と
出
生
し
た
ば
か
り
の
楳
子
親
王
は
、
又
、
頼
通
、

隆
姫
夫
妻
に
愛
育
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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註
翰
か
く
て
中
宮
に
は
又
た
だ
な
ら
ず
な
ら
せ
給
へ
れ
ば
世
に
め
で
た
き
こ

と
に
聞
え
さ
す
…
…

 
 
 
ゑ
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
ら
 
 
 

九
月
に
中
宮
こ
の
度
も
女
宮
生
み
奉
ら
せ
給
て
、
九
日
と
い
ふ
に
う
せ
さ
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
摩

給
ひ
ぬ
れ
ば
、
あ
は
れ
に
い
み
じ
き
事
を
お
ぼ
し
め
し
歎
か
せ
給
ふ
。
姫
宮

を
殿
の
上
御
形
見
と
撫
で
か
し
づ
き
奉
ら
せ
給
ふ
。
阿
波
の
大
進
下
ら
ん
と

 
 
 
 
 
 

て
、
入
道
一
品
宮
に
参
り
た
り
け
る
に
、
か
・
る
御
事
に
て
と
ま
り
ぬ
ら
ん

と
て
相
模
が
お
こ
せ
た
り
け
る
。

 
時
雨
す
る
秋
の
み
山
の
嵐
に
は
よ
に
大
淀
の
船
出
せ
じ
か
し

 
御
四
十
九
日
に
雨
の
降
れ
ば
行
親
が
も
と
に
出
羽

 
ま
し
て
人
い
か
な
る
事
を
思
ふ
ら
ん
時
雨
だ
に
知
る
今
日
の
あ
は
れ
を

 
ま
た
誰
と
か

 
霧
は
れ
ぬ
秋
の
宮
人
あ
は
れ
い
か
に
…
…

 
故
中
宮
の
出
雲
、
下
野
が
も
と
に

 
 
い
か
ば
か
り
…
…

 
な
ど
あ
は
れ
な
る
事
と
も
お
ほ
か
り
。
は
か
な
く
月
日
も
す
ぎ
て
内
の
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が
 
 

 
殿
の
御
厘
甘
し
は
す
に
参
ら
せ
給
ふ
。
宮
の
御
事
の
程
な
き
に
な
ど
、

 
 
 

 
殿
は
お
ぼ
し
め
し
た
り
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が
 

 
七
月
七
日
（
長
暦
四
年
）
故
中
宮
の
御
事
を
お
ぼ
し
め
い
で
て
若
宮
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ど
た
ぐ
ひ
な
き
 
 
な
る
ら
ん

 
去
年
の
今
日
別
れ
し
星
も
逢
ひ
ぬ
め
り
た
め
し
な
き
身
ぞ
悲
し
が
り
け
る

 
御
返
し

 
 
秋
く
れ
ば
流
れ
ま
さ
れ
ど
天
の
河
影
だ
に
見
え
ぬ
人
ぞ
恋
し
き
（
栄
三
＋

 
四
暮
ま
つ
ほ
し
）
後
拾
遺
集
・
土
穂
に
は
関
白
頼
通
の
歌
と
な
る

 
祐
子
内
親
王
に
宮
仕
し
た
孝
標
女
が
、
中
宮
亡
き
後
の
寂
し
い
藤
壷
の
く

 
ら
し
を
綴
っ
た
條
、
更
級
日
記
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又
の
夜
も
月
の
い
と
あ
か
き
に
玉
筆
の
東
の
戸
を
お
し
あ
げ
て
、
さ
べ
き

 
 
人
々
物
語
し
つ
・
月
を
な
が
む
る
に
、
単
一
の
女
御
の
の
ぼ
ら
せ
給
な
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
を
と
な
ひ
い
み
じ
く
心
に
く
く
優
な
る
に
も
、
故
宮
の
お
は
し
ま
す
世
な

 
 
ら
ま
し
か
ば
、
か
や
う
に
の
ぼ
ら
せ
給
は
ま
し
な
ど
人
く
い
ひ
出
つ
る
、

 
 
げ
に
い
と
あ
は
れ
な
り
か
し

 
 
あ
ま
の
戸
を
雲
居
な
が
ら
も
よ
そ
に
み
て
昔
の
あ
と
を
恋
ふ
る
月
か
な

日
 
一
品
内
親
王
修
子
サ
ロ
ン

 
修
子
は
長
徳
二
年
出
生
、
五
歳
の
十
二
月
、
母
皇
后
定
子
は
、
妹
の
娯
導
出

産
後
他
界
。
十
二
歳
で
一
品
に
叙
せ
ら
れ
る
な
ど
、
父
一
條
帝
に
鐘
愛
さ
れ
、

一
条
院
の
別
納
に
弟
敦
康
親
王
と
共
に
住
ん
だ
が
、
寛
弘
八
年
六
月
1
6
歳
一
条

院
の
崩
御
に
遭
い
、
八
月
に
は
叔
父
の
中
納
言
藤
隆
家
事
に
出
る
。
長
和
二
年
、

正
月
廿
七
日
夜
1
8
歳
父
院
の
旧
臣
ら
を
従
え
、
金
作
の
積
榔
毛
車
（
道
長
が
奉
っ

た
）
に
乗
っ
て
雨
中
華
や
か
に
、
三
條
宮
に
渡
る
。
十
二
月
墓
石
康
親
王
は
頼

通
の
世
話
で
具
平
親
王
女
と
婚
。
翌
年
十
一
月
弟
敦
康
親
王
が
訪
れ
る
。
又
そ

の
翌
年
四
月
八
日
敦
康
親
王
邸
で
は
認
合
が
催
さ
れ
た
が
旨
四
月
廿
一
日
唯
一

の
後
見
者
で
あ
る
叔
父
帥
中
納
言
隆
家
が
太
宰
へ
赴
任
。
＝
品
宮
を
よ
に
心

苦
し
う
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
ひ
な
が
ら
、
か
う
遙
に
お
ぼ
し
立
ち
ぬ
れ
ば
、
宮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
み
じ
う
あ
は
れ
に
お
ぼ
さ
る
べ
し
。
源
中
納
言
（
に
）
よ
う
つ
宮
の
御
事
聞

こ
え
つ
け
て
下
り
給
ひ
ぬ
。
あ
さ
ま
し
う
あ
は
れ
な
る
世
の
有
様
な
り
か
し
…

…
」
（
栄
・
＋
二
・
た
ま
の
む
ら
ぎ
く
）

21

ﾎ
、
弟
敦
康
親
王
に
嫁
子
出
生
。
2
3
歳
、
寛
仁
二
年
十
二
月
弟
敦
康
親
王
（
2
0

歳
）
他
界
。
2
5
歳
、
寛
仁
四
年
十
一
月
廿
六
日
に
姪
嫁
子
5
歳
の
着
袴
が
養
父

頼
通
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
、
翌
日
、
修
子
は
従
姉
妹
（
伊
里
大
姫
君
）
と
通

宗
（
頼
通
弟
）
と
の
女
で
養
女
の
延
子
7
歳
の
著
袴
の
式
を
あ
げ
る
。
彼
女
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 

将
来
こ
の
延
子
の
入
内
を
考
え
て
い
た
と
い
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
中
姫
君
は
前
一
品
の
宮
に
一
所
つ
れ
づ
れ
に
て
お
は
し
ま
せ
ば
迎
へ
奉
ら
せ

 
給
て
、
い
み
じ
く
か
し
づ
き
奉
ら
せ
給
て
、
註
（
x
）
そ
れ
も
内
に
と
お
ぼ
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
め
し
た
れ
ど
、
内
大
臣
殿
の
御
事
だ
に
か
く
難
け
れ
ば
、
い
か
で
か
お
ぼ
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
よ
ら
ん
。
一
品
宮
は
一
条
院
の
皇
后
宮
の
御
腹
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
内
の
御

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
 

 
い
も
う
と
に
お
は
し
ま
す
…
…
春
宮
大
夫
殿
の
上
は
帥
殿
の
姫
君
に
も
の
し

 
給
へ
ば
、
一
品
宮
に
は
離
れ
さ
せ
給
は
ぬ
御
中
に
て
、
姫
君
を
も
御
子
に
し

 
奉
り
給
へ
る
な
る
べ
し
。
三
条
宮
に
お
は
し
ま
す
。

（
Y
）
御
手
め
で
た
く
か
か
せ
給
ふ
。
琴
、
琵
琶
弾
く
人
人
候
ひ
て
、
い
と
を

か
し
く
ひ
き
あ
は
せ
遊
ば
せ
給
ふ
。
こ
の
姫
君
も
箏
の
琴
い
と
を
か
し
く
弾

 
か
せ
給
ふ
、
御
か
た
ち
も
、
い
と
あ
て
に
を
か
し
げ
に
も
の
し
給
ふ
（
栄
三
＋

 
一
殿
上
の
花
見
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
幻

ω
 
2
9
歳
、
万
寿
元
年
出
家
。
3
才
に
し
て
母
后
を
、
1
6
歳
で
父
帝
を
亡
く
し
 
 
B

た
修
子
は
、
2
3
歳
に
弟
敦
康
親
王
を
も
失
っ
た
。
一
層
道
心
深
く
な
っ
て
い
っ

た
。
1
7
歳
の
長
和
元
年
に
、
す
で
に
道
長
は
修
子
に
「
奉
二
前
日
有
レ
召
経
一
」
っ

て
い
る
。
か
ね
て
よ
り
佛
道
に
深
く
心
を
よ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
（
修
子
）
 
と
』
 
 
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
』

 
一
条
院
の
一
品
宮
、
年
来
い
み
じ
う
道
心
深
く
お
は
し
ま
し
て
、
御
身

 
な
ど
は
い
み
じ
か
り
し
直
筋
に
て
お
は
し
ま
せ
ば
に
や
、
一
切
経
読
ま
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
 
ま

給
ひ
、
法
文
ど
も
御
覧
じ
て
、
い
さ
さ
か
女
と
も
覚
え
さ
せ
給
は
ぬ
御
有

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
こ
な
ひ

様
な
る
に
、
「
尼
に
て
お
は
し
ま
さ
ん
も
，
か
ば
か
り
の
御
行
に
こ
そ
は
あ

ら
め
」
な
ど
お
ぼ
し
な
が
ら
、
な
ほ
「
あ
ひ
な
き
事
な
り
。
何
事
に
さ
は
る

べ
き
ぞ
」
な
ど
お
ぼ
し
め
し
け
る
に
や
、
三
月
に
俄
に
な
ら
せ
給
ひ
ぬ
。
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
さ
る
は
こ
の
正
月
に
大
宮
の
京
極
殿
に
お
は
し
ま
し
し
に
行
幸
あ
り
し

 
 
 
 
ヂ
 

に
、
宮
も
そ
こ
に
渡
ら
せ
給
て
、
御
対
面
あ
り
し
に
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
に



 
物
を
お
ぼ
し
知
る
様
の
御
物
語
な
ど
あ
り
て
今
よ
り
は
内
に
お
は
し
ま
す
べ

 
く
聞
え
さ
せ
給
て
年
来
の
お
ぼ
っ
か
な
さ
を
悔
し
う
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
ふ

 
に
、
か
か
る
御
事
を
き
こ
し
め
し
て
、
あ
は
れ
に
口
惜
し
う
お
ぼ
し
め
す
。
．

 
殿
の
御
前
い
そ
ぎ
参
ら
せ
給
て
、
よ
う
つ
あ
は
れ
な
る
事
を
（
返
す
返
す
）

 
聞
こ
え
さ
せ
給
ふ
。
「
故
院
も
か
や
う
に
て
ぞ
お
は
し
ま
さ
ん
も
の
と
そ
お

 
ぼ
し
め
し
た
り
し
か
し
。
…
女
房
達
ま
め
に
よ
く
よ
く
仕
う
ま
つ
り
給
へ
」

 
な
ど
 
あ
は
れ
に
こ
ま
や
か
に
聞
え
さ
せ
給
（
て
）
い
で
さ
せ
給
ひ
ぬ
。

 
帥
中
納
言
は
、
「
と
か
く
仰
せ
ら
る
と
も
制
し
申
す
べ
き
に
も
侍
ら
ぬ
に
、

 
心
憂
く
え
知
り
侍
ら
で
」
と
、
い
み
じ
う
泣
き
給
ふ

 
 
 
 
 

 
大
宮
よ
り
も
殿
よ
り
も
御
装
束
奉
ら
せ
給
ふ

 
宮
は
春
宮
大
夫
殿
の
中
姫
君
、
ま
だ
を
さ
な
く
お
は
せ
し
折
よ
り
、
と
り
は

 
な
ち
養
い
奉
ら
せ
給
け
る
程
に
、
今
年
九
つ
ば
か
り
（
に
）
ぞ
な
ら
せ
給
ひ

 
に
け
る
。
こ
の
度
の
御
有
様
を
い
み
じ
う
口
惜
し
う
心
細
く
お
ぼ
し
め
し
た

 
り
。
そ
れ
に
し
た
が
ひ
て
大
夫
殿
の
歎
か
し
う
お
ぼ
す
べ
し
…
…
一
條
院
よ

 
う
つ
に
し
奉
ら
せ
給
へ
り
し
何
の
御
調
度
ど
も
皆
こ
の
姫
君
の
御
料
に
取
り

 
を
さ
め
給
ふ
（
栄
二
＋
 
後
く
る
る
大
将
）

小
右
記
万
寿
元
年
三
月
置
日
日
本
紀
署
三
月
三
十
今
日
一
品
修
子
内
親
王
落
飾
為
尼
、
早

旦
前
項
藩
邸
云
、
一
品
宮
廿
余
日
有
レ
被
レ
悩
、
而
去
夕
俄
被
二
出
家
一
、
若
是

御
本
意
欺
、
有
二
何
事
一

回
学
才
で
世
間
の
評
価
の
高
か
っ
た
中
関
白
家
流
・
学
の
家
門
高
階
家
流
の
子

女
で
あ
る
為
、
修
子
も
学
才
が
あ
り
、
か
ね
が
ね
一
切
経
を
読
ん
で
い
た
、
法

文
に
通
じ
、
地
ば
な
れ
し
た
生
活
を
し
て
い
た
と
い
う
。
当
時
の
貴
婦
人
と
し

て
は
稀
有
な
生
活
態
度
で
、
悪
く
自
然
に
出
家
の
道
に
入
っ
て
行
っ
た
。
叔
父

の
隆
家
は
泣
き
、
道
長
や
彰
子
も
感
動
し
て
、
何
く
れ
と
世
話
を
や
く
。
若
い

サ
ロ
ン
の
文
芸
浩
動
6
Φ
 
1
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
の
系
流
一

日
の
修
子
は
、
専
ら
道
心
深
か
っ
た
日
常
で
、
歌
合
な
ど
の
サ
ロ
ン
活
動
は
、

も
っ
て
い
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
有
名
な
サ
ロ
ン
活
動
を
し
て
い
た
大
斎
院
三

子
が
、
長
元
八
年
他
界
、
翌
九
年
、
弟
の
後
一
条
帝
2
9
歳
崩
。
修
子
4
0
歳
。
弟

後
朱
雀
帝
が
即
位
し
、
翌
長
暦
元
年
、
姪
娠
子
入
内
。
養
父
頼
通
の
後
援
で
華

や
か
な
サ
ロ
ン
活
動
を
展
開
す
る
。
し
か
し
長
暦
三
年
八
月
、
楳
子
出
生
後
九

日
、
中
宮
姫
子
は
2
4
歳
で
他
界
。
修
子
4
4
歳
で
あ
っ
た
。
待
ち
か
ね
て
い
た
か

の
よ
う
に
教
通
は
十
二
月
二
十
一
日
生
子
を
入
内
さ
せ
た
。
母
、
父
、
弟
、
姪

と
、
打
ち
つ
づ
き
近
親
の
死
に
遭
い
つ
づ
け
て
き
た
修
子
は
、
立
ち
直
り
が
早

 
 
 
 
 
ダ
 
 

い
。
翌
長
暦
四
年
正
月
庚
申
の
夜
、
修
子
は
歌
合
を
催
す
。
こ
の
歌
合
の
歌
は
、

萩
谷
氏
に
よ
っ
て
一
首
、
夫
木
抄
所
収
歌
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
外
は
未
詳
。

 
和
歌
合
抄
目
録
巻
五

 
 
一
条
院
入
道
一
品
宮
歌
合
題
古
歌
合
長
暦
四
年
鼻
木
抄

 
天
暦
四
年
庚
申
一
品
宮
歌
合
 
よ
み
人
し
ら
ず

 
霞
よ
り
立
ち
こ
そ
ま
さ
れ
久
方
の
雲
の
上
な
る
天
の
香
具
山

萩
谷
氏
は
、
「
着
古
歌
合
」
を
、
「
古
歌
の
返
し
歌
ま
た
は
本
歌
取
り
の
歌
と
し

て
始
め
て
理
解
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
即
ち
こ
の
歌
の
本
歌
と

な
っ
た
も
の
は
、
万
葉
集
巻
十
号
歌
人
磨
一
八
一
二
の

 
ピ
サ
カ
ダ
ノ
ア
マ
ノ
カ
グ
ヤ
マ
コ
ノ
ユ
ウ
ベ
カ
ス
ミ
タ
ナ
ビ
ク
ハ
ル
タ
ツ
ラ
シ
モ

「
久
方
之
塁
壁
山
此
夕
霞
微
春
立
下
」
で
あ
り
、
そ
の
第
一
、
言

句
と
第
四
句
と
を
取
っ
て
構
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
（
平
安

朝
歌
合
大
成
三
 
棚
頁
と
想
定
さ
れ
る
。
漢
文
学
に
造
詣
深
い
と
い
わ
れ
る
修

子
は
、
万
葉
集
に
も
馴
染
ん
で
お
り
、
自
身
も
万
葉
歌
を
本
歌
と
し
た
歌
を
詠

み
、
当
然
叔
父
時
宗
1
（
萩
谷
氏
は
、
道
提
帯
の
「
蔵
人
に
中
納
言
の
君
の

御
も
と
に
て
歌
合
に
・
春
待
つ
心
」
を
『
一
〇
七
［
長
保
三
年
］
中
納
言
［
隆

家
］
歌
合
』
と
想
定
す
る
）
一
1
等
が
出
席
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
翌
長
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久
二
年
二
月
、
弘
微
量
女
御
生
子
歌
合
が
催
さ
れ
る
。

 
長
久
二
年
夏
、
修
子
歌
合
 
4
6
歳

 
こ
の
歌
合
も
、
萩
谷
氏
が
和
歌
合
抄
目
録
十
番
題
五
首
に
相
当
す
る
作
品
五

首
を
、
千
載
集
、
万
代
集
、
夫
木
抄
、
古
来
風
躰
抄
等
か
ら
収
集
さ
れ
た
と
こ

ろ
。
そ
れ
に
従
え
ば

 
歌
題
 
菖
蒲
 
花
橘
 
時
鳥
 
館
長
 
恋

 
日
時
 
長
久
二
年
（
夏
）

 
歌
人
 
批
上
殿
皇
太
后
宮
五
節
 
小
命
婦
 
加
賀
左
衛
門
 
相
模

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

で
あ
っ
た
事
が
明
瞭
と
な
る
。
小
命
婦
以
外
の
三
人
は
、
五
節
は
長
元
五
年
彰

へ
 
 
ヘ
 
 
へ

子
菊
合
 
長
暦
二
年
算
師
房
歌
合
 
長
久
二
年
四
月
築
上
、
加
賀
左
衛
門
は
長

久
二
年
四
月
源
平
房
歌
合
、
相
模
は
長
元
八
年
五
月
関
白
頼
通
歌
合
長
久
二

年
二
月
弘
微
岩
髭
御
生
子
歌
合
等
、
諸
歌
合
に
出
て
お
り
、
其
後
も
「
入
道

一
品
宮
の
相
模
（
栄
華
物
語
）
と
し
て
、
倫
子
百
和
香
歌
合
、
延
子
、
祐
子
、

内
裏
、
皇
后
寛
子
等
の
歌
合
で
活
躍
す
る
。
加
賀
左
衛
門
は
彰
子
歌
合
の
常
連

で
あ
り
、
太
皇
太
后
寛
子
寛
治
三
年
歌
合
迄
活
躍
。
こ
れ
ら
の
ベ
テ
ラ
ン
歌
人

女
房
就
中
相
模
あ
た
り
の
肝
い
り
で
加
賀
、
五
節
、
小
命
婦
が
呼
び
集
め
ら
れ

て
、
入
道
一
品
宮
の
慰
め
に
と
催
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
相
模
（
修
子
）
、
加
賀
左
衛
門
（
楳
子
）
、
五
節
・
小
命
婦
（
彰
子
）
ら
は
凡

て
頼
通
文
化
圏
で
活
躍
し
た
手
練
の
歌
人
女
房
で
あ
る
。

 
敷
島
や
玉
江
の
沼
の
菖
蒲
立
つ
ら
ぬ
く
千
代
の
数
と
こ
そ
見
め

 
大
和
に
も
唐
に
も
匂
ふ
花
な
れ
ば
垣
穂
の
ほ
か
に
照
ら
す
な
で
し
こ

菖
蒲
の
歌
に
祝
、
慶
賀
表
現
を
こ
め
、
盟
麦
に
も
単
な
る
景
観
の
美
以
外
に
こ

め
る
も
の
が
あ
る
。
格
式
ば
っ
た
と
い
う
か
、
入
道
一
品
内
親
王
歌
合
、
の
意

識
が
浴
れ
て
い
る
。
主
人
の
人
柄
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
修
子
は
延
子
を
弟
後
朱
雀
帝
の
後
宮
に
至
れ
る
希
望
を
も
っ
て
見
事
な
貴
婦

人
に
と
養
育
し
た
註
（
Y
）
の
で
あ
っ
た
が
、
あ
の
華
や
か
な
サ
ロ
ン
の
主
・
姪
三

子
が
2
4
歳
で
他
界
す
る
と
い
う
無
惨
さ
に
、
た
め
ろ
う
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
 
 
 
 
ガ
 
 
 
の
 
 

教
道
は
、
「
宮
の
御
事
の
程
な
き
に
」
と
兄
頼
通
の
不
興
を
無
視
し
て
、
十
二

月
生
子
を
入
内
さ
せ
た
が
、
修
子
は
翌
長
久
元
年
正
月
庚
申
歌
合
、
長
久
二
年

夏
、
歌
合
を
催
し
、
漸
く
三
年
後
、
長
久
三
年
三
月
、
養
女
延
子
（
伊
周
壁
）

を
入
内
さ
せ
た
。
4
7
歳
。
延
子
は
十
月
女
御
と
な
る
。
中
関
白
一
門
の
復
興
を
、

修
子
は
念
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
身
は
一
條
院
第
一
皇
女
一
貫
は
皇
后
定

子
、
後
一
條
帝
も
後
朱
雀
帝
も
わ
が
弟
、
と
い
う
気
位
が
修
子
に
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
延
子
に
男
皇
子
は
生
れ
ず
、
こ
の
夢
は
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

女
ば
な
れ
の
し
た
道
心
深
い
生
活
と
い
う
修
子
に
し
て
は
、
延
子
の
入
内
に
か

け
た
執
心
が
、
中
関
白
一
門
意
識
と
無
関
係
に
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

 
そ
の
後
は
避
道
一
途
で
、
歌
合
も
催
さ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

四
 
麗
窒
素
女
御
延
子
歌
合
 
永
承
五
年
δ
五
・

 
 
 
 
 
 
 
 
四
月
廿
六
日
 
延
子
3
5
歳
 
正
子
六
歳

 
藤
頼
宗
・
伊
周
女
の
問
に
出
生
し
た
延
子
は
、
一
品
修
子
内
親
王
の
養
女
と

な
り
、
そ
の
愛
育
を
う
け
た
。
註
（
Y
）
7
歳
著
袴
、
9
歳
で
修
子
（
2
9
歳
）
出
家
。

そ
の
希
望
で
長
久
三
年
三
月
、
後
朱
雀
の
後
宮
に
入
り
、
十
月
女
御
と
な
る
。

修
子
4
7
歳
。
永
承
四
年
二
月
七
日
、
修
子
5
2
歳
で
他
界
。
翌
五
年
四
月
に
、
延

子
は
、
後
朱
雀
崩
後
出
生
の
正
子
内
親
王
と
共
に
身
を
寄
せ
て
い
た
実
父
頼
旧

邸
で
、
歌
絵
合
を
催
し
て
い
る
。
そ
の
序
に
よ
れ
ば
、
（
平
安
朝
歌
合
大
成
三

后
頁
～
呈
露
に
よ
る
）

一
三
九
 
永
承
五
年
四
月
廿
六
日
前
麗
景
殿
女
御
延
子
歌
絵
合

（
天
保
八
年
刊
本
・
校
異
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
以
下
暑
）
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麗
景
殿
女
御
歌
合
 
絵
合
永
承
五
年

 
三
月
の
十
日
あ
ま
り
の
夕
暮
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

月
影
御
簾
に
う
つ
る
を
り
し
も
、
人
あ
ま

た
侍
ひ
て
、

物
語
り
の
つ
い
で
に
、

 
 
 
 
 
 
 
切

誰
と
は
な
く
云
ひ
あ
は
せ
し
、
「
春
の

日
の
徒
然
に
暮
ら
す
よ
り
は
、
つ
ね
な
ら
ぬ
挑
み
ご
と
を
御
前
に
御
覧
ぜ
さ

せ
ば
や
。
昔
よ
り
聞
こ
ゆ
る
花
合
な
ど
は
、
散
り
て
古
き
根
に
か
か
り
ぬ
れ

ば
、
匂
ひ
恋
し
く
、
草
合
と
か
は
、
尋
ね
て
も
と
の
と
こ
ろ
に
返
し
や
れ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ト
レ
 
 
 
 
 
 

名
残
り
煩
さ
し
。
さ
て
憶
良
が
歌
林
と
か
い
ふ
な
る
よ
り
、
古
万
葉
集
ま
で

 
 
 
 
 
 
 
一

は
心
も
及
ば
ず
。
古
今
後
患
こ
そ
、
青
柳
の
糸
繰
り
返
し
み
れ
ど
も
飽
か
ず
。
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド

紅
葉
の
錦
染
め
出
だ
す
心
深
き
色
な
れ
。
」
と
て
、
左
右
に
定
め
つ
。
「
歌
絵

に
か
く
は
世
の
常
の
こ
と
な
れ
ば
、
題
よ
み
人
を
か
く
べ
き
な
り
。
詞
を
採

れ
ば
歌
は
か
き
に
く
く
、
歌
を
選
る
に
は
詞
あ
ら
は
れ
ず
。
神
の
心
に
は
愛

で
ら
る
と
も
、
人
の
諺
り
を
ば
逃
れ
が
た
し
、
古
へ
の
歌
の
深
き
に
そ
へ
て

も
、
新
し
き
言
の
浅
く
と
も
あ
ら
む
は
珍
ら
し
く
や
。
」
と
て
、
歌
三
つ
を

そ
へ
た
り
。
鶴
・
卯
花
・
月
。
郭
公
こ
そ
あ
る
べ
き
ほ
ど
な
れ
ど
、
大
殿
の

歌
合
の
題
な
れ
ば
、
鶴
に
代
へ
た
る
な
り
。
女
房
廿
人
を
十
人
つ
つ
取
り
分

け
て
、
書
く
人
を
伝
手
伝
手
に
尋
ぬ
る
ほ
ど
に
、
四
月
の
な
か
ば
に
も
な
り

ぬ
れ
ば
、
葵
の
盛
り
に
ひ
き
か
か
り
て
、
諸
人
い
と
ま
な
き
頃
を
過
ご
し
て
、

廿
六
日
に
、
空
の
け
し
き
曇
り
な
き
に
、
寝
殿
の
東
面
の
身
屋
・
廟
を
上
達

部
の
御
座
に
し
た
り
。
源
大
納
言
殿
・
小
野
宮
の
中
納
言
・
左
衛
門
督
・
新

中
納
言
・
中
宮
権
大
夫
・
右
大
弁
・
左
大
弁
・
三
位
侍
従
。
殿
上
人
は
競
馬

の
定
め
し
け
る
日
な
れ
ば
、
そ
の
と
こ
ろ
よ
り
右
の
頭
の
中
将
つ
ぎ
つ
ぎ
八

九
人
許
ひ
き
連
れ
て
参
り
給
へ
り
。
御
簾
の
う
ち
に
は
北
颪
居
画
き
て
、
左

盟
麦
重
ね
、
右
藤
重
ね
。
左
、
か
ね
の
透
筥
に
心
葉
し
て
、
か
ね
の
卯
花
重

ね
の
紙
敷
き
て
、
結
袋
に
色
色
の
玉
を
村
濃
に
つ
ら
ぬ
き
て
括
り
に
し
た
り
。

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
6
①
 
i
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
の
系
流
1

古
今
絵
七
帖
、
あ
た
ら
し
き
歌
絵
の
か
ね
の
冊
子
一
帖
入
れ
た
り
。
表
紙
さ

ま
ざ
ま
に
飾
り
た
り
。
打
敷
盟
麦
の
浮
線
綾
に
、
卯
花
を
繍
ひ
た
り
。
員
指

か
ね
の
州
浜
に
指
出
の
磯
を
つ
く
り
て
、
岩
山
に
松
お
ほ
く
植
ゑ
た
る
を
、

員
に
は
浜
辺
に
刺
し
移
す
べ
き
な
り
。
打
敷
深
緑
の
五
線
綾
な
り
。
右
、
鏡

の
海
に
か
ね
の
網
を
浮
べ
て
、
玉
の
錨
に
か
ね
の
綱
を
か
け
た
り
。
か
ね
の

 
透
筥
を
う
ち
に
置
き
て
、
誉
め
冊
子
六
帖
あ
た
ら
し
き
歌
絵
の
冊
子
一
帖
入

 
れ
た
り
。
表
紙
さ
ま
ざ
ま
に
飾
り
た
り
。
打
敷
二
藍
の
象
眼
に
白
き
文
を
繍

 
ひ
た
り
。
員
指
、
か
ね
の
洲
浜
に
か
ね
の
鶴
あ
ま
た
立
て
り
。
千
歳
つ
も
れ

 
る
と
い
ふ
心
な
り
。
員
に
は
鶴
の
浦
つ
た
ひ
す
べ
き
な
り
。
打
敷
深
緑
の
象

 
眼
に
繍
ひ
も
の
し
た
り
。
日
も
や
う
や
う
暮
れ
ぬ
れ
ば
、
こ
な
た
か
な
た
に

 
居
亡
き
給
ふ
。
大
殿
は
つ
つ
ま
せ
給
ふ
寝
姿
な
れ
ど
、
上
繭
も
の
し
給
ふ
と

 
て
、
し
の
び
あ
へ
さ
せ
給
は
ず
。
左
歌
読
む
人
、
四
位
少
将
。
右
兵
衛
佐
。

 
方
方
の
冊
子
と
り
て
、
読
み
合
は
せ
す
る
ほ
ど
に
、

前
年
二
月
に
一
品
修
子
内
親
王
（
延
子
．
養
母
）
、
七
月
に
四
二
生
母
明
子
他
界
。

服
喪
中
で
大
殿
は
つ
つ
ま
せ
給
ふ
御
選
」
で
あ
る
が
、
実
際
の
経
営
者
と
思
わ

れ
る
。

ω
女
房
達
が
誰
い
う
と
な
く
延
子
の
徒
然
の
慰
め
に
と
思
い
立
っ
た
。

回
「
常
な
ら
ぬ
挑
み
事
」
1
（
平
凡
な
花
合
・
草
合
で
は
な
く
）
l
I
を
企

 
画

㈲
忠
良
類
聚
歌
林
・
万
葉
集
ま
で
は
心
及
ば
ぬ
。

国
古
今
集
・
後
撰
集
あ
た
り
を
対
象
に
し
た
歌
絵
合

困
歌
絵
だ
け
で
は
平
凡
。
こ
れ
に
「
題
」
鶴
（
時
季
か
ら
は
郭
公
と
あ
る
べ
き

 
と
こ
ろ
だ
が
、
大
殿
の
邸
と
い
う
場
所
柄
高
貴
で
め
で
た
い
鶴
に
し
た
）
卯

 
花
・
月
を
設
け
、
古
歌
の
歌
絵
に
新
歌
三
首
つ
つ
の
歌
絵
を
添
え
る
P
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女
房
廿
人
左
右
に
わ
け
る
。

読
人
 
相
模
 
伊
勢
大
輔
・
加
賀
左
衛
門

囚
男
性
念
人
と
し
て
、
楳
子
内
親
王
の
家
司
源
大
納
言
師
房
、
祐
子
内
親
王
の

 
家
司
藤
中
納
言
資
平
以
下
二
選
、
俊
家
…
…
ら
が
控
え
、
頼
宗
も
顔
を
出
す
。

㈲
左
は
古
今
集
の
歌
を
歌
絵
に
か
い
た
七
帖

 
 
 
新
歌
 
鶴
、
相
模
、
卯
花
、
相
模
、
月
、
相
模
、

 
右
は
古
歌
（
後
撰
集
か
）
を
歌
絵
に
か
い
た
六
帖

 
新
歌
 
鶴
、
伊
勢
大
輔
、
卯
花
、
伊
勢
大
輔
、
月
、
加
賀
左
衛
門
、

延
子
の
女
房
と
し
て
は
、
養
母
修
子
の
女
房
相
模
一
人
で
、
左
方
三
番
を
一
人

で
務
め
、
こ
の
歌
合
を
取
り
し
き
っ
た
と
思
わ
れ
る
っ
他
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
上

東
門
院
の
伊
勢
大
輔
、
六
条
斎
院
の
加
賀
左
衛
門
を
招
く
等
、
相
模
と
共
に
、

楳
子
の
家
司
旧
師
房
が
実
際
の
差
配
を
し
た
も
の
で
億
あ
る
ま
い
か
。
長
久
二

年
二
月
生
子
歌
合
に
は
、
伊
勢
大
輔
、
相
模
は
一
坐
し
、
△
⊥
四
月
七
日
、
3
1
歳

の
師
房
邸
歌
合
に
、
上
東
門
院
の
五
節
、
小
弁
、
加
賀
左
衛
門
ら
が
又
、
△
⊥
；

年
夏
修
子
歌
合
に
相
模
、
加
賀
左
衛
門
、
五
節
ら
が
一
坐
し
て
い
る
か
ら
。
一

条
院
伝
領
の
資
産
を
も
つ
入
道
一
品
宮
修
子
の
養
女
延
子
は
、
養
母
の
財
を
気

儘
に
費
っ
て
、
師
道
、
相
模
ら
に
委
せ
て
、
此
の
甚
だ
華
や
か
な
歌
絵
合
を
催

し
た
が
、
こ
の
後
は
さ
し
た
る
活
動
も
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
相

模
は
、
祐
子
、
内
裏
（
修
子
の
甥
後
冷
泉
帝
）
、
天
喜
四
年
皇
后
寛
子
歌
合
に

も
出
正
し
て
活
躍
し
て
い
る
が
。

㈲
 
祐
子
内
親
王
歌
合

 
長
暦
二
年
四
月
出
生
。
母
中
宮
二
子
は
、
そ
の
十
月
十
六
日
菊
合
を
催
し
て

い
る
。
翌
年
、
妹
楳
子
出
生
後
、
母
后
が
他
界
し
、
楳
子
共
共
、
頼
通
夫
妻
に

愛
育
さ
れ
る
。
○
翌
長
久
二
年
五
月
十
二
日
庚
申
の
夜
、
4
歳
の
祐
子
の
為
に

歌
合
が
開
催
さ
れ
る
。
外
祖
父
頼
通
の
後
援
で
、
家
司
資
房
、
乳
母
ら
が
、
一

に
は
幼
内
親
王
を
慰
め
る
為
、
二
に
は
、
早
々
と
、
内
親
王
教
育
の
一
環
と
し

て
計
画
し
た
、
な
か
な
か
凝
っ
た
名
所
歌
合
で
、
派
手
な
遊
び
の
中
に
物
の
名

 
 
（
地
名
、
動
植
物
名
、
行
事
名
等
々
）
を
、
幼
児
に
覚
え
さ
す
に
は
恰
好

の
教
材
で
、
甚
だ
教
育
的
で
あ
る
。

（
平
安
朝
歌
合
大
成
三
晒
鰯
頁
に
よ
り
作
製
の
表
）

十九八七六五四三ニー
番番手番番長番番三番

関野森＿江河心墨浦松
 
照
射

 
 
銑

歌
合
を
通
じ
て
右
表
の
事
項
が
4
歳
の
祐
子
の
耳
に
教
え
こ
ま
れ
た

祝
能
離
纒
（
竹
馴
臨
河
）
伊
勢
国
（
甲
斐
国
）

（
）
銃
鵬
編
軽
士

郭
公
 
銃
剖
鶏
舶
 
削
囎
馳
 
舳
賊
心

早
苗
 
紐
脇
恥
舳
賜
武
骨
嗣
測

蛍
能
糧
川
鰭
浅
い
さ
り
火

芦
薄
着
狙
概
離
雁
の
水
掻
き
．
下
枯

）
（
）

 
 
 
 
 
 
 
よ
う
ぎ
 
 
 
 
 
 
 
 

良
能
認
蕩
聲
鎌
海
量
村
雨

 
 
 
左
 
武
蔵
野
 
武
蔵
国

 
 
 
右
 
印
南
野
播
磨
国
 
鹿
の
た
ち
ど

 
 
上
間
関
（
須
磨
関
）
 
摂
津
国

 
 
会
坂
関
（
逢
坂
関
）
 
近
江
国

つ
ま
り
、

の
で
あ
る
。

○
永
承
五
年
六
月
五
日
 
賀
陽
院
一
宮
歌
合
1
3
歳

関
白
頼
通
の
加
陽
院
第
に
お
い
て
、
、
関
白
の
指
図
に
よ
っ
て
祐
子
内
親
王
歌
合

が
催
さ
れ
た
。
男
女
各
六
人
、
兼
題
「
桜
 
郭
公
 
鹿
」
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

 
 
 
 
 
ナ
ま
 
ニ
 
 
 
 
 
 

左
方
女
方
は
典
侍
 
侍
従
伊
勢
大
輔
 
出
羽
弁
小
弁
相
模
右
方
男

方
は
手
業
 
兼
房
 
古
経
 
範
永
 
経
衡
 
能
国
法
師
と
何
れ
も
白
々
た
る
歌

人
達
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
式
部
大
輔
資
業
の
詳
し
い
漢
文
日
記
が
付
い
て
い
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る
。
既
に
1
3
歳
に
成
長
し
た
祐
子
の
前
で
、
歌
人
達
の
賑
や
か
な
論
議
が
行
わ

れ
る
。
勝
負
褒
既
之
比
、
第
十
七
番
鹿
歌
心
レ
疑
、
反
覆
被
レ
定
レ
持
了
。
其
後
、

簾
中
有
二
驚
レ
耳
微
音
一
。
相
挑
之
心
、
中
墨
外
形
欺
。
満
座
高
声
 
乗
レ
興
催

レ
感
。
関
白
頼
通
、
右
大
臣
も
郭
公
の
歌
を
詠
ん
だ
。
殿
下
、
二
二
郭
公
題
一
、

殊
令
レ
詠
二
嘉
什
一
。
詞
林
花
鮮
、
艶
流
富
加
。
講
席
之
問
、
調
吟
無
レ
止
。
嘉

歎
三
余
、
右
大
臣
、
執
而
懐
レ
之
。
退
出
之
比
、
曳
二
出
竜
蹄
二
疋
㎝
。
云
内
大
臣

一
疋
右
大
臣
。
浮
雲
半
レ
漢
、
視
者
驚
レ
眼
。
自
余
上
卿
、
達
レ
旦
退
出
。
興
味
不
尽

之
故
旧
と
、
歓
を
つ
く
し
た
歌
合
で
あ
っ
た
。
頼
通
の
期
待
ど
お
り
、
祐
子
は

歌
の
面
白
味
が
わ
か
り
、
段
々
成
長
し
た
で
あ
ろ
う
。

○
永
承
六
年
五
月
十
一
日
庚
申
祐
子
歌
合
1
4
歳

 
五
首
が
萩
谷
氏
に
よ
っ
て
拾
収
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
題
は
花
橘
、
郭
公
、

 
水
鶏
 
盟
麦
 
等
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
歌
人
は
少
将
、
小
侍
従
 
小
弁

 
ら
。

○
康
平
三
年
四
月
廿
六
日
 
庚
申
祐
子
歌
合
2
3
歳

 
五
題
五
番
（
和
歌
合
抄
目
録
）

○
康
平
四
年
三
月
十
九
日
 
祐
子
内
親
王
名
所
歌
合
 
2
4
歳

 
 
 
 
 
 
 
 

「
歌
合
大
成
四
」
1
6
頁
の
収
集
結
果
の
一
覧
表
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 
 
 
 
 
 
 
1

歌
番
号

 
123456

部
類
 
歌
題

春
 
 
霞
の
里

〃
 
 
一
 
ク

〃
 
青
柳
の
森

〃
 
緑
の
の
池

〃
 
 
 
 
〃

春
 
 
藤
の
森

作
者
名

式
部
 
 
＝
二
五

和
泉
 
 
初
出

小
侍
従
 
一
六
三

小
侍
従

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
6
①
 
一
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
の
系
流
1

7821 20 19 18 ！7 16 15 14 13 12 11 10 9

〃秋〃〃夏〃〃〃〃祝〃冬〃〃〃

青
山

〃
清
水
の
池

雲
井
の
里

月
の
山

 
〃

寄
島

秋
の
湊

秋
の
湊

氷
川

氷
川

千
年
山

回
の
松
原

恋
の
松
原

逢
は
で
の
森

 
美
作
 
 
二
二
五

 
〃

 
美
作

 
加
賀
（
左
衛
門
力
）
一
二
九

 
加
賀

 
大
進
 
初
出

 
少
将
 
一
二
六
 
＝
ご
六

 
紀
伊
 
 
一
⊥
ハ
一
二

 
撮
津
 
初
出

．
禰
式
部
（
源
式
部
力
）
一
六
三

紀
伊

 
十
五
題
十
五
番
-
春
四
 
厳
器
 
 
 
 
 
 
面
一
 
青
身
ー
か
走
想
像

さ
れ
る
。
祐
子
内
親
王
家
女
房
を
主
軸
に
楳
子
内
親
王
家
・
四
條
宮
家
そ
の
他

の
女
房
が
参
加
し
た
盛
大
な
歌
合
の
よ
う
で
あ
る
。
特
色
は
矢
張
り
、
名
所
歌

合
を
又
催
し
た
点
で
あ
る
。
し
か
も
初
回
の
名
所
歌
合
は
四
歳
の
幼
内
親
王
の

教
材
提
供
も
兼
ね
て
い
た
か
ら
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
歌
枕
・
内
親
王
が
早
晩
記
憶

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
名
、
動
植
物
名
で
あ
っ
た
が
、
二
十
年
後
の
今
回
は

内
親
王
す
で
に
2
4
歳
、
十
分
の
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
ら
、
女
房
達
は
、

甚
だ
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
霞
の
里
、
青
山
、
月
の
山
、
氷
川
、
秋
の
湊
、
恋
の

松
原
、
逢
は
で
の
森
…
…
と
い
っ
た
地
名
、
漠
と
し
た
、
磁
界
と
も
し
か
と
わ

駿
河

甲
斐

相
模

 
秋
蚕

初
出一

六
〇

＝
一
三

 
冬
二
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か
ら
な
い
、
又
、
わ
か
る
必
要
も
な
い
地
名
を
詠
み
こ
ん
で
、
娘
ざ
か
り
の
内

親
王
と
一
緒
に
歌
合
を
、
し
ん
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
風
情
で
あ
る
。
．
何
れ
に
せ

よ
、
名
所
歌
合
は
祐
子
サ
ロ
ン
の
特
色
で
あ
る
。

○
某
年
秋
祐
子
 
草
合

平
安
朝
歌
合
大
成
の
拾
収
さ
れ
た
1
2
3
4
5
歌
を
み
る
と
、
続
詞
花
集
「
高

倉
＝
呂
の
草
合
の
勝
熊
の
こ
と
し
侍
り
け
る
、
姥
捨
山
に
月
を
の
ぞ
む
人
あ
る

所
に
」
、
夫
木
抄
「
祐
子
内
親
王
家
闘
草
歌
合
」
で
、
草
合
歌
合
で
あ
る
と
同

時
に
、
姥
捨
山
、
し
か
す
が
の
渡
 
逢
坂
の
関
、
瀬
田
の
官
等
、
祐
子
歌
合
の

特
色
た
る
名
所
歌
合
的
性
格
も
旦
ハ
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

 
こ
の
後
、
歌
合
を
催
さ
な
か
っ
た
か
。
延
久
四
年
3
5
歳
出
家
、
寛
治
元
年
隆

姫
他
界
後
、
高
倉
第
を
伝
領
。
長
治
二
年
一
一
〇
五
十
一
月
八
日
6
8
歳
で
他
界
。

24
ﾎ
か
ら
6
8
歳
迄
の
四
十
数
年
間
、
・
祐
子
は
、
ど
う
過
ご
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
妹
の
楳
子
は
承
暦
二
年
一
〇
七
八
十
月
迄
、
二
十
五
度
に
及
ぶ
派
手
な

歌
合
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
。
殊
に
晩
年
、
此
の
楳
子
が
姉
に
先

立
っ
て
他
界
し
た
嘉
保
三
年
一
〇
九
六
以
後
の
十
年
間
は
、
心
静
か
に
看
経
に

明
け
暮
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

㈹
 
六
条
斎
院
楳
子
サ
ロ
ン

 
楳
子
は
、
長
暦
三
年
八
月
十
九
日
出
生
、
全
廿
九
日
母
中
宮
面
子
他
界
。
生

後
百
日
十
二
月
五
日
内
親
王
に
補
せ
ら
れ
た
。
姉
祐
子
内
親
王
と
共
に
外
祖
父

頼
通
、
隆
姫
夫
妻
に
愛
育
さ
れ
る
。
長
久
元
年
十
二
月
廿
二
日
正
二
位
大
納
言

春
宮
大
夫
源
感
吟
が
家
司
に
、
廿
三
日
に
資
房
が
一
品
祐
子
内
親
王
の
家
司
に

な
る
。
（
春
記
）
師
房
は
具
平
親
王
男
。
頼
通
の
妻
隆
姫
の
弟
で
、
頼
通
の
猶

子
と
な
っ
た
人
物
。
自
身
も
歌
合
を
屡
々
催
す
等
、
頼
通
一
派
の
「
過
差
」
好

み
、
歌
合
好
き
で
あ
る
。
堅
実
な
資
房
一
（
前
掲
の
よ
う
に
頼
通
、
師
房
ら

に
批
判
的
で
あ
っ
た
）
1
が
家
司
で
あ
っ
た
祐
子
内
親
王
家
と
、
杉
並
が
家

司
の
楳
子
内
親
王
家
と
に
、
自
然
・
大
き
な
差
違
が
生
じ
て
き
た
。
祐
子
歌
合

五
度
、
楳
子
歌
合
二
十
五
度
（
平
安
朝
歌
合
大
成
ニ
ヨ
ル
）
と
い
う
大
差
は
、

も
と
よ
り
、
内
親
王
自
身
の
資
質
、
性
格
に
も
と
ず
く
と
こ
ろ
が
大
で
あ
ろ
う

が
、
実
際
に
行
事
を
設
営
し
取
り
し
き
っ
た
家
司
師
房
の
才
幹
、
志
向
、
そ
の

薫
陶
に
よ
っ
て
、
幼
内
親
王
の
才
質
が
助
長
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

①
甲
水
虫
三
-
四
年
五
月
］
六
条
斎
院
楳
子
歌
合
1
0
1
1
1
歳

 
六
番
題
（
夏
）
菖
蒲
 
榊
 
夏
山
 
忍
草
 
恋
 
祝

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

．
と
、
普
通
の
歌
合
で
あ
る
。

②
永
承
四
年
十
二
月
庚
申
夜
 
於
本
院
・
御
神
楽
次
行
之
歌
合
 
1
1
歳

 
題
神
楽
雪
氷
歳
暮
待
春

 
と
、
前
回
を
う
け
た
形
で
、
今
回
か
ら
、
宮
の
君
1
1
歳
の
詠
が
入
っ
て
く
る

 
の
で
あ
る
。
「
幼
く
お
は
し
ま
せ
ど
、
歌
を
め
で
た
く
詠
ま
せ
給
ふ
」
と
評

 
す
る
よ
う
に
、
大
人
の
歌
人
に
ひ
け
を
と
ら
ぬ
。
廿
巻
本
に
よ
れ
ば
、
待
春

 
左
か
つ
で
、
女
主
人
に
花
を
も
た
せ
た
贔
屓
の
判
定
と
は
言
え
ぬ
出
来
で
あ

 
る
。

 
 
十
一
歳
か
ら
、
鐸
々
た
る
歌
人
女
房
の
中
に
入
っ
て
歌
を
詠
む
こ
と
九
回

 
十
四
首
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
当
時
の
一
流
歌
人
と
い
っ
て
よ
ろ
し
か
ろ

 
う
。

③
永
承
五
年
二
月
三
日
庚
申
 
歌
合
 
1
2
歳

 
十
二
番
生
春
霞
・
鴬
・
梅
春
日
祭
稲
荷
詣
柳
桜
雁
苗
代

 
月
 
祝
 
恋

④
△
⊥
年
 
五
月
五
日
 
歌
合
 
 
 
 
1
2
歳

 
三
番
題
 
菖
蒲
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⑤
永
承
六
年
正
月
八
日
庚
申
歌
合
 
 
1
3
歳

 
廿
一
番
題
 
滝
の
音
に
春
を
知
る
 
雨
の
中
の
柳
 
霞
隔
つ
る
月

⑥
永
承
六
年
夏
歌
合
 
 
 
 
 
 
 
1
3
歳

 
番
題
 
夏
日
 
夜
月
 
鵜
川

⑦
天
喜
元
年
 
歌
合
 
 
（
逸
）
 
 
 
1
5
歳

 
八
番
題
 
比
々
名

⑧
天
喜
三
年
五
月
三
日
 
物
語
合
 
 
1
7
歳

 
九
番
題
 
物
語

⑨
天
喜
四
年
閨
三
月
歌
合
 
 
 
 
 
1
8
歳

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
く
ら
を
た
つ
ぬ
 
 
や
ま
ぶ
き
 
 
す
み
れ
 
 
い
は
つ
．
・
じ
 
 
ふ
じ
 
 
わ
か
く
さ

 
十
二
番
題
 
閏
三
月
尋
 
桜
 
山
吹
 
董
 
岩
瀬
燭
 
藤
 
若
草

 
き
ぐ
す
 
は
る
こ
ま
 
か
は
つ
 
な
は
し
ろ
 
か
へ
る
か
り
 
く
れ

 
錐
子
 
春
駒
 
蛙
 
苗
代
 
帰
雁
 
暮
の
春

⑩
［
天
喜
四
年
五
月
］
歌
合
 
 
1
8
歳

 
 
 
 
 
さ
み
だ
れ

 
六
番
題
 
五
月
雨
あ
ま
り
あ
り

⑪
［
天
喜
四
年
七
月
］
歌
合
 
 
1
8
歳

 
番
題
 
六
月
祓
 
立
秋
 
史
筆
鳴
初
 
七
夕
 
祝
 
恋

⑫
［
天
喜
五
年
五
月
］
歌
合
 
 
1
9
歳

 
番
題
夏
 
遠
聞
郭
公
 
草
蛍
似
露

⑬
天
喜
五
年
八
月
歌
合
 
 
 
 
 
 
1
9
歳

 
 
 
 
 
 
す
ぐ
む
し
 
 
ま
つ
む
し
 
 
き
り
み
ヒ
す
 
 
は
た
お
り
め
 
く
つ
は
む
し
 
か
り
 
ち
ど
り

 
十
五
番
題
 
鈴
虫
 
松
虫
 
 
養
 
 
…
機
織
女
 
轡
虫
 
雁
 
千
鳥

 
こ
た
か
が
り
 
 
し
ぎ
 
 
し
か
 
 
つ
き
 
 
こ
ま
む
か
へ
 
き
り
 
 
 
 
 
 
 
 
う
つ

 
小
鷹
狩
鴫
鹿
月
駒
迎
霧
秋
田
．
衣
癬

⑭
［
天
喜
五
年
］
九
月
十
三
日
歌
合
1
9
歳

 
五
番
題
 
十
三
夜

⑮
某
年
七
月
 
歌
合

 
十
番
題
 
秋
立

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
6
①
 
1
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
の
系
流
1

⑯
康
平
七
年
十
二
月
廿
九
日
庚
申
歌
合
 
2
6
歳

 
十
番
題
 
歳
暮
 
立
秋
日

⑰
三
年
三
月
十
余
日
 
歌
合

 
四
番
題
 
桜
 
柳

⑱
某
年
春
庚
申
 
歌
合

 
十
番
題
 
春
夜
月
 
帰
雁
 
蛙
 
呉
竹
 
早
蕨
 
董
 
騨
燭

⑲
某
年
五
月
五
日
歌
合

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
も
し

 
十
二
番
題
 
菖
蒲
 
郭
公
 
五
月
雨
 
橘
 
卯
花
 
樗
 
早
苗
 
照
射

 
く
ひ
な
 
 
 
 
 
 
 
か
や
り
び

 
水
鶏
 
夏
草
 
蚊
遣
火

⑳
治
暦
二
年
九
月
九
日
庚
申
歌
合
 
 
 
2
8
歳

 
五
番
題
 
菊

⑳
治
暦
四
年
十
二
廿
月
二
日
庚
申
歌
合
 
3
0
歳

 
十
番
題
 
月
光
似
水
 
雪
埋
松
 
夜
霰
籍
夢
 
炭
釜
年
高
 
仏
名

⑳
某
年
夏
 
歌
合

 
九
番
題
 
郭
公
暁
声
 
同
書
声
 
野
暮
声
 
夜
中
声
 
小
鷹
狩
 
単
衣

 
雁
 
霧

⑳
延
久
二
年
正
月
廿
八
日
庚
申
歌
合
 
 
3
2
歳

 
十
番
題
 
家
梅
始
開
 
池
氷
一
倍
残

⑳
承
暦
二
年
十
月
十
九
日
庚
申
 
歌
合
 
4
0
歳

 
十
番
題
 
網
代
 
嵐

⑳
某
年
［
二
月
］
楳
子
内
親
王
男
女
房
歌
合

 
九
番
題
 
稲
荷
詣
 
花
未
遍
 
春
夜

 
 
二
十
五
度
の
歌
合
中
、
出
詠
頻
度
一
覧

 
1
9
度
 
美
作
 
式
部
 
出
羽
弁
 
左
衛
門

蛍露
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10 14 15 16 189654321

小
馬
 
中
務

宣
旨

武
蔵

讃
岐

丹
後レ

宮
殿

兵
衛

小
式
部

出
雲
 
下
野
 
播
磨
 
大
和

小
弁
 
遠
江
 
甲
斐

別
当

相
模
 
越
後
弁
 
道
雅
女
 
家
綱
妹

小
左
門

宮
少
将
 
小
将
君
 
小
納
言

美
作
・
式
部
・
出
羽
は
第
一
回
か
ら
、
左
衛
門
は
第
二
回
か
ら
、
つ
ま
り
、
永

承
三
・
四
年
一
〇
四
八
 
一
〇
四
九
か
ら
、
承
暦
二
年
一
〇
七
八
に
及
ぶ
三
十

年
間
、
楳
子
内
親
王
歌
合
に
出
席
し
た
常
連
で
、
サ
ロ
ン
活
動
を
盛
り
あ
げ
た

楳
子
取
り
巻
き
の
歌
人
女
房
群
団
で
あ
る
。
1
1
歳
か
ら
4
0
歳
迄
、
襟
子
を
育
て

あ
げ
た
こ
と
と
な
る
。

 
さ
て
、
歌
題
で
あ
る
が
、
前
掲
の
よ
う
に
、
広
汎
な
領
域
の
歌
題
を
詠
む
。

植
物
…
早
蕨
・
梅
・
松
・
桜
・
岩
騨
燭
・
菊
・
柳
・
董
・
呉
竹
・
若
草
・
藤
・

 
 
 
橘
・
忍
草
・
卯
花
・
山
吹
・
早
苗
・
夏
草
・
菖
蒲
・
樗
・
榊

虫
…
鈴
虫
・
松
虫
・
機
織
女
・
轡
虫
・
蓋
・
蛍
・
蛙
・
夜
山
鳴
初

鳥
…
千
鳥
・
雁
・
鶯
・
郭
公
・
暁
声
・
同
昼
声
・
同
暮
声
・
同
夜
中
蓋
・
雑

子
・
鵜
川
・
鴫
・
水
鶏

獣
…
鹿
・
春
駒
・
駒
迎

雪
・
氷
・
霰
・
霧
・
五
月
雨
・
霞
・
露
・
嵐
・
霧
・
月

 
 
 
 
 
 
 
ヒ
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
 
 
 
 
 
ピ
 
 
 
 
ト
 
 

月
・
夏
日
・
夜
月
・
鵜
川
・
十
三
夜
・
夏
山
・
蚊
遣
火
・
照
射
・
苗
代
・

 
 
 
ト
 
 
 
 
ヒ
ド
 
 

 
 
 
秋
田
・
搏
衣

 
 
 
は
ド
 
 
 
 
は
 
 
 
 
 
は
 
 
 
 
 
は
 
 
 
 
 
 
 
は
 
 
 
 
 
 
 
は
 
 
 
 
 
 
 
ド
 
 
は
ド
 
 
 
 
ト

A
類
 
神
楽
 
春
駒
 
駒
迎
 
小
鷹
狩
 
春
日
祭
 
稲
荷
詣
 
雛
 
七
夕
 
仏

 
 
 
 
 
 
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
 
 

 
 
 
名
網
代
立
秋
歳
暮
春
夜

 
 
 
恋
・
祝
・
物
語

B
類
 
待
春
・
春
未
遍
・
滝
の
音
に
春
を
知
る
・
霞
陽
つ
る
月
・
雨
の
中
の
柳

 
 
 
月
光
似
水
・
夜
霰
籍
夢
 
炭
釜
面
高
 
池
氷
一
倍
残
・
家
梅
始
開
 
草

 
 
 
蛍
似
露
 
夜
中
鳴
初

 
 
 
殊
に
郭
公
は
、
暁
声
、
昼
声
、
暮
声
、
夜
中
声
、
遠
聞
郭
公
と
芸
が
こ

 
 
 
 
ヘ
 
 
へ
 
 

 
 
 
ま
カ
v

A
類
 
の
人
間
と
自
然
と
の
か
か
わ
り
の
美

B
類
題
そ
の
も
の
に
既
に
謬
る
雰
囲
気
を
こ
め
る
も
の
等
々
、
楳
子
歌
合
の

繊
細
緻
密
な
審
美
眼
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
規
子
内
親
王
前
裁
合
の
留

立
・
女
郎
花
・
芸
紫
苑
・
荻
・
盟
麦
・
紫
蘭
・
又
、
霜
・
紅
葉
が
み
え
な
い
ぐ

ら
い
で
あ
る
。

 
さ
て
、
特
筆
す
べ
き
「
物
語
」
に
つ
い
て
み
よ
う
。

物
語
合
 
天
喜
三
年

○
栄
華
物
語
 
巻
第
三
＋
七
け
ぶ
り
の
後
（
松
村
氏
栄
華
物
語
全
注
釈
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
先
代
を
ば
後
朱
雀
院
と
そ
申
す
め
る
。
そ
の
院
の
高
倉
殿
の
女
四
宮
を
こ

そ
は
斎
院
と
は
申
す
め
れ
。
を
さ
な
く
お
は
し
ま
せ
ど
、
歌
を
め
で
た
く
詠

ま
せ
給
ふ
。
候
ふ
人
人
も
、
題
を
出
し
歌
合
を
し
、
朝
夕
に
心
を
や
り
て
過

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ

ぐ
さ
せ
給
ふ
。
物
語
合
と
て
、
今
新
し
く
作
り
て
、
左
右
方
わ
き
て
、
廿
人
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合
な
ど
せ
さ
せ
給
て
、
い
と
を
か
し
か
り
け
り
。
明
暮
御
心
地
を
悩
ま
せ
給

 
て
、
果
は
御
心
も
た
が
は
せ
給
て
、
い
と
恐
ろ
し
き
事
を
お
ぼ
し
歎
か
せ
給

 
ふ
。

○
後
拾
遺
和
歌
集
巻
＋
日
記
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
こ

 
 
六
条
前
斎
院
に
寄
合
あ
ら
む
と
し
け
る
に
、
右
に
心
よ
せ
あ
り
と
き
き

 
て
、
小
弁
が
も
と
に
っ
か
は
し
け
る
 
 
 
 
小
式
部

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
み

あ
ら
は
れ
て
う
ら
み
や
せ
ま
し
か
く
れ
沼
の
み
ぎ
は
に
よ
せ
し
波
の
心
を

 
か
へ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小
弁

岸
と
ほ
み
た
だ
よ
ふ
波
は
な
か
そ
ら
に
よ
る
か
た
も
な
き
な
げ
き
を
ぞ
せ
し

 
五
丹
五
日
 
六
条
前
斎
院
に
も
の
が
た
り
あ
は
せ
し
待
り
け
る
に
、
小
弁
お

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
ヒ
 

 
そ
く
い
だ
す
と
て
、
か
た
の
ひ
と
び
と
こ
め
て
つ
ぎ
の
物
が
た
り
を
い
だ
し

 
待
り
け
れ
ば
、
宇
治
前
の
太
政
大
臣
か
の
小
弁
が
も
の
が
た
り
は
、
み
ど
こ

 
ろ
な
ど
や
あ
ら
む
と
て
、
こ
と
物
が
た
り
を
と
ど
め
て
ま
ち
解
り
け
れ
ば
、

 
い
は
が
き
ぬ
ま
と
い
ふ
物
が
た
り
を
い
だ
す
と
て
よ
み
宿
り
け
る

ひ
き
す
つ
る
岩
垣
沼
の
あ
や
め
草
お
も
ひ
し
ら
ず
も
け
ふ
に
あ
ふ
か
な

 
右
に
よ
れ
ば
、
並
々
な
ら
ず
力
を
入
れ
た
頼
通
主
導
型
の
物
語
合
で
あ
っ
た

事
が
．
明
瞭
で
あ
る
。

ω
新
し
く
物
語
を
作
ら
せ
て
、
そ
れ
を
合
わ
せ
た
事
。

㈲
左
右
に
わ
け
て
廿
人
の
物
語
合
で
あ
っ
た
事

㈲
楳
子
が
脳
病
で
あ
っ
た
・
病
身
で
頼
通
ら
が
心
痛
し
て
い
た
事

口
小
弁
が
、
自
作
の
「
岩
垣
沼
」
を
出
す
の
が
、
時
間
が
か
か
っ
た
黒
餅
が
わ

か
っ
て
興
味
津
津
で
あ
る
。
現
存
の
物
語
合
で
は
、

一
 
左
 
 
女
別
当

 
 
霞
隔
つ
る
中
務
の
宮

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
6
①
 
1
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
の
系
流
1

1
九
重
に
い
と
ど
霞
は
隔
て
つ
つ
山
の
ふ
も
と
は
春
め
き
に
け
り

右
 
 
宣
旨

 
玉
藻
に
遊
ぶ
権
大
納
言

2
有
明
の
月
ま
つ
里
は
あ
り
ゃ
と
て
う
き
て
も
空
に
出
で
に
け
る
か
な

二
 
左
 
 
大
和

 
 
菖
蒲
か
た
ひ
く
権
少
将

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
ろ
か
ず
ら

 
3
か
け
て
の
み
夜
を
し
の
ぶ
る
諸
覆
あ
ふ
ひ
を
み
て
も
花
は
わ
す
れ
じ

 
 
右
 
 
宮
少
将

 
 
よ
そ
ふ
る
恋
の
一
巻

 
4
折
ら
せ
な
む
春
の
深
山
の
桜
花
雲
み
に
み
れ
ば
し
づ
心
な
し

三
 
左
 
 
中
務

 
 
浪
い
っ
か
た
に
と
歎
く
大
将

 
5
あ
り
は
て
ぬ
宿
の
桜
の
花
を
み
て
惜
し
む
心
の
ほ
ど
は
し
ら
な
む

 
 
右
 
 
左
門

 
 
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
大
将

 
 
 
 
 
 
 
 
う
て
な

 
6
あ
や
め
草
玉
の
台
の
つ
ま
な
れ
ど
な
ど
か
こ
ひ
ぢ
に
生
ひ
は
じ
め
け
む

四
左
 
 
少
将
君

 
 
打
つ
墨
縄
の
大
将

 
7
我
れ
な
が
ら
い
か
に
惑
へ
る
心
ぞ
と
契
り
結
ぶ
の
神
に
と
は
ば
や

 
 
右
 
 
甲
斐

 
 
淀
の
沢
水
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8
賎
の
男
の
淀
野
な
り
け
る
あ
や
め
草
大
宮
人
の
つ
ま
と
頼
む
る

五
 
左
 
出
羽
弁

 
あ
ら
ば
逢
う
夜
の
と
歎
く
民
部
卿

 
9
つ
ね
よ
り
も
濡
れ
そ
ふ
袖
は
時
鳥
な
き
わ
た
る
ね
の
か
か
る
な
り
け
り

 
 
右
 
讃
岐

 
 
菖
蒲
う
ら
や
む
中
納
言

 
1
0
あ
や
め
ぐ
さ
な
べ
て
の
つ
ま
と
み
る
よ
り
は
淀
野
に
残
る
根
を
た
つ
ね
ば

 
 
や

六
 
左
 
宮
の
小
弁

 
 
岩
垣
沼
の
中
将

 
1
1
ほ
と
と
ぎ
す
花
橘
の
か
ば
か
り
も
い
ま
一
声
は
い
っ
か
き
く
べ
き
，

 
 
右
 
 
武
蔵

 
 
 
 
 
ま
が
 
 
き
ん

 
 
浦
風
に
紛
ふ
琴
の
声

 
1
2
春
の
日
に
磨
く
鏡
の
く
も
ら
ね
ば
い
は
で
千
歳
の
影
を
こ
そ
み
め

七
 
左
 
 
出
雲

 
 
浪
越
す
磯
の
侍
従

 
1
3
君
も
ゆ
き
花
も
と
ま
ら
ぬ
山
里
に
霞
む
空
を
や
ひ
と
り
眺
め
む

 
 
右
少
納
言

 
 
蓬
の
垣
根

 
1
4
駕
し
人
も
荒
れ
果
て
ぬ
め
る
故
里
に
霞
の
み
こ
そ
た
ち
か
は
り
け
れ

八
 
左
 
 
小
式
部

 
 
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言

 
1
5
君
が
代
の
長
き
た
め
し
に
あ
や
め
草
千
尋
に
あ
ま
る
根
を
ぞ
ひ
き
つ
る

 
 
右
 
 
式
部

 
 
な
に
ぞ
心
に
と
歎
く
男
君

 
1
2
昔
に
も
あ
ら
ず
淋
し
き
山
里
に
も
ろ
と
も
に
す
む
秋
の
夜
の
月

九
 
左
 
 
小
左
門

 
 
を
か
の
山
た
つ
ぬ
る
民
部
卿

 
1
7
眺
む
る
に
も
の
思
ふ
こ
と
は
慰
ま
で
心
細
さ
の
ま
さ
る
月
か
な

 
 
右
 
 
小
馬

 
 
云
は
ぬ
に
人
の

 
1
8
あ
や
め
草
人
知
れ
ぬ
仁
は
茂
れ
ど
も
い
っ
か
見
す
べ
き
浅
か
ら
ぬ
根
を

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

廿
人
十
番
の
予
定
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
人
未
提
出
の
結
果
か
と
思
う
。
そ
の

一
人
は
、
或
は
宮
か
。
い
ま
だ
1
7
歳
、
斎
院
と
い
う
環
境
か
ら
い
っ
て
も
恋
愛

の
経
験
も
、
あ
る
い
は
無
か
っ
た
ろ
う
し
、
歌
物
語
即
恋
愛
物
語
の
制
作
は
、

苦
手
だ
っ
た
ろ
う
。
う
っ
か
り
、
作
っ
て
み
よ
う
と
は
思
っ
た
が
、
テ
ー
マ
を

思
い
つ
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。
も
一
人
は
、
美
作
あ
た
り
か
。

美
作
は
楳
子
歌
合
に
1
9
回
・
3
7
首
と
い
う
最
多
数
出
詠
の
歌
人
で
、
翌
天
喜
四

年
三
月
の
楳
子
歌
合
で
は
一
番
左
・
二
番
右
・
八
番
左
と
3
首
最
多
詠
ん
で
い

る
か
ら
、
物
語
合
に
出
て
い
な
い
方
が
不
自
然
で
あ
る
。
純
歌
人
で
物
語
は
不

得
手
で
あ
っ
た
の
で
、
宮
と
一
緒
に
ダ
ウ
ン
し
た
も
の
か
と
想
像
す
る
。

 
修
子
の
養
女
延
子
女
御
歌
絵
合
に
参
画
し
た
訟
訴
の
意
向
な
ど
も
、
大
い
に

．
此
の
画
期
的
な
大
行
事
、
物
語
合
の
企
画
に
影
響
し
て
い
る
と
思
う
。
修
子
の
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手
許
に
は
、
母
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
の
所
産
と
も
い
う
べ
き
清
介
納
言
の
『
枕
草

子
』
が
あ
り
、
そ
の
養
女
延
子
に
も
、
女
房
ら
に
も
読
よ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。 

定
子
皇
后
サ
ロ
ン
は
、
単
純
な
歌
合
で
満
足
す
る
て
い
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
文
芸
一
（
歌
・
物
語
）
一
は
も
と
よ
り
、
文
化
全
般
、
人
の
心
情
・
自
然

の
景
物
、
い
わ
ば
宇
宙
の
凡
て
が
、
そ
の
サ
ロ
ン
の
話
題
に
の
ぼ
っ
た
事
は
前

述
し
た
と
こ
ろ
。
こ
と
に
物
語
評
論
に
、
宇
津
保
の
仲
忠
・
涼
優
劣
論
に
彼
女

達
が
熱
中
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
。

 
定
子
サ
ロ
ン
で
、
女
房
達
が
、
定
子
に
古
今
集
の
テ
ス
ト
を
さ
れ
る
條
-
（
枕

草
子
清
涼
殿
丑
寅
の
隅
の
）
一
で
「
…
中
に
も
古
今
あ
ま
た
書
き
写
し
な
ど
す

る
人
は
…
…
」
と
い
う
か
ら
、
女
房
達
の
中
で
、
字
の
上
手
な
者
は
古
今
集
や

後
撰
、
伊
勢
物
語
等
々
を
書
写
す
る
作
業
に
従
事
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ

て
、
定
子
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
女
房
に
書
写
さ
せ
た
歌
集
や
物
語
類
が
多
く
、

恐
ら
く
白
下
文
集
な
ど
も
、
そ
れ
ら
が
敦
康
親
王
、
修
子
内
親
王
の
厨
子
棚
に

積
ま
れ
て
い
て
、
付
設
、
修
子
自
身
は
勿
論
、
女
房
達
も
そ
れ
ら
に
親
し
ん
だ

も
の
と
思
わ
れ
る
。
乳
母
や
故
参
の
女
房
達
は
そ
れ
を
教
え
る
家
庭
教
師
の
役

を
も
果
た
し
た
の
で
あ
る
か
ら
。

 
さ
て
、
前
掲
の
よ
う
に
、
定
子
サ
ロ
ン
で
、
物
語
論
議
、
宇
津
保
物
語
仲
忠
、

涼
優
劣
碧
玉
、
等
が
、
賑
や
か
に
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
事
は
、
そ
れ
ら
の
物
語

を
メ
ム
バ
ー
の
女
房
読
が
熟
読
し
て
い
た
事
を
前
提
と
す
る
。
枕
草
子
「
物
語
」

の
條
で
、

「
住
吉
、
宇
津
保
、
と
の
う
つ
り
、
國
譲
り
、
月
待
つ
女
、
片
野
の
少
将
、
梅

壺
の
大
将
、
擬
木
、
道
心
す
す
む
る
松
か
枝
、
狗
野
・
遠
君
・
芹
河
・
か
は
ほ

り
の
宮
 
落
窪
物
羨
み
の
中
将
 
人
め
」
に
つ
い
て
、
清
少
納
言
が
論
評
し

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
へ
①
 
1
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
の
系
流
一

て
い
る
事
は
前
述
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
物
語
愛
好
・
礼
讃
の
態
度
、
雰
囲
気

が
、
そ
の
伝
来
の
物
語
類
、
歌
集
類
と
共
に
、
修
子
、
延
子
、
重
三
、
祐
子
、

楳
子
サ
ロ
ン
に
伝
わ
っ
た
、
と
筆
者
は
み
な
す
の
で
あ
る
。
延
子
サ
ロ
ン
で
、

歌
絵
合
を
計
画
し
た
の
は
、
そ
れ
の
な
せ
る
結
果
で
あ
る
。
専
ら
真
直
に
心
を

入
れ
た
修
子
と
そ
の
養
女
延
子
の
サ
ロ
ン
で
は
、
歌
絵
合
ど
ま
り
で
あ
っ
た
が
、

楳
子
サ
ロ
ン
で
は
、
楳
子
に
十
分
の
才
能
が
あ
っ
た
上
に
、
そ
こ
に
集
う
才
媛

女
房
群
が
い
た
。
曽
祖
母
伝
来
の
物
語
類
、
歌
集
類
、
そ
の
後
、
頼
通
、
師
房

ら
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
数
多
く
の
物
語
類
に
育
ま
れ
た
楳
子
1
7

歳
、
高
名
な
曽
祖
母
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
の
日
常
を
彷
佛
と
描
く
『
枕
草
子
』
の

條
條
を
読
ん
で
、
か
ね
み
＼
憧
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
修
子
サ
ロ
ン
の
相
模
も

加
わ
っ
た
。
播
磨
・
出
雲
・
武
蔵
・
美
作
・
別
当
・
式
部
・
出
羽
・
小
式
部
・

小
弁
・
宣
旨
・
讃
岐
・
大
和
・
左
衛
門
・
小
馬
・
中
務
ら
、
何
れ
も
一
騎
当
千

の
ベ
テ
ラ
ン
揃
い
で
あ
っ
て
、
し
ば
し
ば
物
語
合
を
く
り
か
え
し
、
定
子
サ
ロ

ン
張
り
の
物
語
論
議
に
花
を
咲
か
せ
る
中
、
そ
の
類
の
物
語
を
創
作
し
て
い
た

女
房
も
当
然
い
た
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
れ
で
、
極
め
て
自
然
に
、
新
し
く
物
語

を
作
り
出
し
て
、
物
語
合
を
せ
ん
、
と
い
う
事
態
に
進
行
し
て
い
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
「
左
右
方
わ
き
て
廿
人
合
」
と
い
う
か
ら
、
当
サ
ロ
ン
に
廿
人
の
作

者
が
い
る
、
と
思
え
た
の
で
あ
る
。
大
し
た
自
負
心
で
は
あ
る
ま
い
か
。
命
令

 
 
 
 
 
お
ろ

一
下
、
書
き
下
し
の
短
篇
小
説
を
、
廿
人
の
人
々
が
↓
斉
に
、
さ
っ
と
作
っ

て
持
ち
寄
り
、
そ
の
作
中
人
物
の
歌
（
原
則
と
し
て
）
で
歌
合
を
す
る
、
そ
の

物
語
の
内
容
は
も
と
よ
り
、
装
丁
、
料
紙
、
筆
跡
の
美
に
い
た
る
迄
、
競
わ
れ

る
、
ま
さ
に
、
前
代
未
聞
の
綜
合
芸
術
の
競
技
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
篇
が
、

今
日
も
残
存
す
る
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
で
あ
る
。
世
界
に
比
類
の
な
い

サ
ロ
ン
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
十
一
世
紀
に
、
で
あ
る
。
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楳
子
の
歌

11

ﾎ
②
 
 
春
待
つ
 
左
か
つ
 
 
宮
の
君

十
番
F
O
谷
ふ
か
く
す
む
鴬
も
わ
が
ご
と
や
心
に
か
け
て
春
を
待
つ
ら
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
 
 
 
 
大
和

 
B
 
咲
け
ば
か
つ
散
る
歎
き
せ
し
花
に
よ
り
心
づ
く
し
の
春
を
待
つ
か
な

12

ﾎ
③
 
苗
代
 
 
 
左
 
 
 
 
宮
殿

十
二
番
レ
○
昨
日
ま
で
か
へ
る
山
田
と
み
し
ほ
ど
に
苗
代
水
は
影
澄
み
に
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
か
つ
 
 
小
馬

 
飴
 
小
山
田
の
賎
の
男
ど
も
は
い
つ
し
か
と
ま
つ
苗
代
の
い
そ
ぎ
を
ぞ
す
る

12
ﾎ
④
 
 
菖
蒲
 
 
左
 
 
 
 
宮
殿

三
番
蛎
○
下
り
立
ち
て
あ
ま
り
ひ
け
れ
ど
菖
蒲
草
か
く
ば
か
り
な
る
根
だ
に
な

・
き
か
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
 
 
 
 
小
馬

 
6
 
あ
や
め
ぐ
さ
長
き
根
に
こ
そ
二
水
の
底
の
心
の
ほ
ど
は
知
ら
る
れ

廿
一
番
三
首
1
3
歳
⑤
 
 
瀧
の
音
に
春
を
知
る
 
左
か
つ
左
衛
門

 
ふ
り
つ
み
し
雪
は
み
え
ね
ど
吉
野
山
滝
の
音
に
ぞ
春
は
知
り
け
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
 
 
 
 
宮
殿

0
2
ほ
ど
も
な
く
春
を
知
る
か
な
山
川
の
岩
間
を
く
ぐ
る
瀧
の
ひ
び
き
に

 
 
 
 
雨
中
柳
・
 
左
か
つ
 
 
左
門

 
正
 
み
ど
り
な
る
玉
を
貫
け
る
と
み
ゆ
る
か
な
柳
の
枝
に
か
か
る
春
雨

 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
 
 
 
 
宮
殿

○
⑯
 
ふ
る
ご
と
に
色
や
染
む
ら
む
春
雨
の
柳
の
糸
の
深
み
ど
り
な
る

 
 
 
 
三
階
て
る
月
 
左
 
 
 
左
門

 
2
9
天
の
原
か
す
み
こ
む
れ
ど
春
の
花
の
月
の
影
に
は
似
る
も
の
ぞ
な
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
か
つ
 
 
宮
殿

0
3
・
曇
り
な
く
み
る
だ
に
あ
か
ぬ
月
影
を
お
ぼ
ろ
な
る
ま
で
霞
む
空
か
な

18
ﾎ
⑩
 
五
月
雨
あ
ま
り
あ
り
 
 
左
か
つ
宮
殿

○
・
五
月
雨
の
ひ
さ
し
き
年
の
し
る
し
に
は
軒
の
菖
蒲
を
ひ
き
や
そ
ふ
べ
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
 
 
武
蔵
．

 
2
 
五
月
雨
の
数
も
ま
さ
れ
ば
あ
や
め
草
ひ
き
か
へ
し
て
や
つ
ま
に
か
く
ら

む十
二
番
二
首
1
9
歳
⑫
 
遠
聞
郭
公
 
左
 
 
宮
殿

0
3
待
ち
あ
か
す
宿
に
は
な
か
で
時
鳥
く
も
る
な
が
ら
も
す
ぎ
ぬ
な
る
か
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
か
ら
丹
後

 
4
時
鳥
は
る
か
に
声
ぞ
き
こ
ゆ
な
る
た
が
里
ち
か
く
な
き
て
ゆ
く
ら
む

 
“
早
蛍
似
西
路
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左
 
 
 
｛
呂
殿

○
別
も
ろ
と
も
に
お
き
明
か
す
か
な
夜
な
夜
な
を
草
の
蛍
の
露
と
見
え
つ
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
か
つ
讃
岐

認
庭
の
面
に
草
の
蛍
の
飛
び
交
ふ
を
い
と
ど
置
き
添
ふ
露
か
と
そ
見
る

五
番
1
9
歳
⑭
 
九
月
十
三
夜
 
 
 
左
 
 
宮
殿

○
-
こ
よ
ひ
し
も
な
ど
か
光
の
ま
さ
る
ら
む
出
で
添
ふ
月
は
あ
ら
じ
と
お
も
ふ

 
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
 
 
宣
旨

2
あ
ら
た
ま
る
月
の
色
さ
へ
く
も
ら
ね
ば
な
ほ
身
に
し
む
は
秋
の
空
か
な

二
首
3
0
歳
⑳
 
月
光
似
氷

一
番
左
 
出
羽

・
 
天
の
原
み
な
そ
こ
か
け
て
照
ら
す
か
な
池
の
氷
に
や
ど
る
月
影

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
 
 
宮
殿
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0
2
 
ふ
ゆ
の
夜
の
氷
に
や
ど
る
踏
み
れ
ば
光
も
さ
ゆ
る
心
ち
こ
そ
す
れ

二
番
 
 
 
 
 
 
左
 
 
 
美
作

3
み
る
人
の
身
さ
へ
そ
し
む
る
池
水
の
こ
ほ
り
の
上
に
す
め
る
夜
の
 
月

 
 
 
 
 
 
 
 
右
 
 
 
 
宮
殿

0
4
こ
ほ
る
と
も
宿
れ
る
月
の
み
が
か
ず
ば
池
の
鏡
は
追
う
や
あ
ら
ま
し

二
首
4
0
歳
⑳
 
 
網
代

一
番
 
 
 
 
 
 
左
 
 
 
 
宮
殿

○
-
氷
魚
の
よ
る
網
代
に
か
か
る
白
波
は
水
に
ふ
り
つ
む
雪
か
と
そ
み
る

 
 
 
 
 
 
 
 
右
 
 
 
 
武
蔵

2
ひ
ま
も
な
く
網
代
に
氷
魚
の
よ
る
時
は
し
き
り
に
波
の
た
つ
か
と
そ
み
る

⊥
ハ
番
円
 
山
風
 
 
 
 
 
 
左
 
 
 
 
 
宮
殿

O
n
冬
か
よ
ふ
人
も
ま
れ
な
る
山
べ
に
は
嵐
ば
か
り
ぞ
絶
え
ず
お
と
な
ふ

 
 
 
 
 
 
 
 
右
 
 
 
 
武
蔵

E
う
ち
と
け
て
ね
ら
れ
ざ
り
け
り
神
無
月
夜
半
の
嵐
に
お
ど
ろ
か
れ
つ
つ

二
五
度
の
歌
合
に
、
九
度
、
1
4
首
出
黙
し
て
い
る
。

第
一
回
目
②
は
十
番
の
中
、
九
番
左
方
か
つ
、
第
二
回
目
③
は
十
二
番
中
、
九

番
左
方
、
第
三
回
目
④
は
、
三
番
の
果
の
左
方
で
あ
る
。

13

ﾎ
の
第
四
回
目
⑤
は
、
三
首
出
詠
。
廿
一
番
中
、
一
番
右
方
、
八
番
右
方

十
五
番
右
方
か
つ
で
あ
る
。
サ
ロ
ン
の
女
主
人
公
ら
し
く
、
一
番
を
よ
む
。
た

だ
し
、
右
方
。
二
首
は
負
け
、
三
首
目
は
勝
。

13

ﾎ
夏
⑥
か
ら
得
歳
⑦
、
1
7
歳
⑧
、
1
8
歳
三
且
⑨
迄
、
出
上
し
て
い
な
い
。
あ

る
い
は
、
二
〇
歳
斎
院
退
出
の
原
因
と
な
っ
た
例
の
書
卓
の
故
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
天
工
三
年
物
語
合
は
新
し
く
物
語
を
制
作
し
て
そ
の
作
中
人
物
詠
（
原

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
6
Φ
 
1
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
の
系
流
1

則
と
し
て
）
で
歌
合
を
す
る
と
い
う
超
高
度
の
歌
合
で
1
7
歳
の
内
親
王
の
手
に

は
負
え
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

18
ﾎ
の
第
五
回
目
⑩
は
、
六
番
中
、
一
番
左
か
つ
で
あ
る
。
本
格
的
に
一
番
左

方
で
し
か
も
勝
、
右
方
は
手
練
の
武
蔵
で
あ
る
。
「
五
月
雨
あ
ま
り
あ
り
」
の

題
で
、
五
月
雨
の
ひ
さ
し
き
、
と
久
し
き
年
と
を
懸
け
て
、
祝
の
意
も
こ
め
る
。

一
番
左
ら
し
い
貫
禄
で
あ
る
。
1
8
歳
と
は
、
お
見
事
と
申
す
外
は
な
い
。
こ
の

時
は
快
調
の
時
期
と
思
わ
れ
る
。

19

ﾎ
五
月
は
⑫
、
十
二
番
中
、
二
番
左
、
十
一
番
左
、
共
に
負
。
し
か
し
、

「
待
ち
あ
か
す
」
も
「
も
ろ
と
も
に
」
も
素
直
な
い
い
歌
で
あ
る
。
流
石
に
右

方
の
丹
後
、
讃
岐
の
手
練
に
及
ば
な
か
っ
た
。

19

ﾎ
九
月
は
⑭
、
五
番
中
、
一
番
左
で
あ
る
。
「
秋
の
月
を
歌
題
に
し
た
歌
合

は
枚
挙
に
逞
な
い
が
、
九
月
十
三
夜
の
月
を
歌
題
に
し
た
も
の
は
、
他
に
類
例

を
み
な
い
。
こ
こ
に
も
歌
合
に
関
す
る
主
催
者
の
見
識
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
」

と
、
平
安
輯
歌
合
大
成
巻
四
、
二
二
二
頁
「
史
的
評
価
」
の
中
で
、
萩
谷
氏
が

高
く
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
翌
康
保
元
年
、
2
0
歳
・
病
脳
の
為
に
斎
院
を
滴
下
。
以
後
、
某
十

七
⑮
月
の
歌
合
。

26

ﾎ
康
平
七
年
十
二
月
⑯
の
歌
合

 
某
年
 
三
月
⑰
の
歌
合

 
某
年
 
春
⑱
 
の
歌
合
 
 
 
 
 
 
出
詠
せ
ず
。
病
脳
に
よ
る
か
。

 
某
年
 
五
月
⑲
の
歌
合

 
2
8
歳
治
暦
二
年
九
月
九
日
⑳
の
歌
合

30

ﾎ
⑳
治
暦
四
年
十
二
月
廿
二
日
庚
申
歌
合
 
十
番

一
番
右
方
二
番
右
方
、
二
首
出
嘉
し
て
い
る
。
「
ふ
ゆ
の
夜
の
」
は
楳
子
ら
し
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い
素
直
な
詠
み
口
で
あ
る
。
「
こ
ほ
る
と
も
宿
れ
る
月
の
み
が
か
ず
ば
池
の
鏡

は
暗
う
や
あ
ら
ま
し
」
は
、
珍
し
く
一
ひ
ね
り
し
て
、
理
屈
っ
ぽ
い
歌
と
な
っ

て
い
る
。
病
脳
お
さ
ま
り
て
い
た
か
。

某
年
夏
⑳
九
番
 
出
詠
せ
ず
。

32
ﾎ
⑳
延
久
二
年
正
月
廿
八
日
庚
申
歌
合
、
＋
番
。
出
詠
せ
ず
。

31

ﾎ
3
2
歳
に
か
け
て
は
病
は
小
康
を
え
て
い
た
か
。
そ
の
後
、
病
脳
と
、

36
ﾎ
康
保
元
年
 
関
白
頼
通
8
3
歳
 
他
界

39

ﾎ
承
保
元
年
 
家
司
源
師
房
 
他
界

後
援
者
を
亡
く
し
、
歌
合
は
催
さ
な
か
っ
た
か
。

40
ﾎ
⑳
 
承
暦
二
年
十
月
廿
九
日
庚
申
歌
合
 
十
番
 
を
催
す
。

「
網
代
」
一
番
左
方
、
「
嵐
」
六
番
左
方
（
嵐
の
題
で
は
初
番
）
二
首
を
詠
ん

で
い
る
。
．

「
氷
魚
の
よ
る
網
代
に
か
か
る
白
波
は
水
に
ふ
り
つ
む
雪
か
と
そ
み
る
」
は
、

華
や
か
で
美
し
い
景
を
描
出
し
た
。
「
冬
か
よ
ふ
人
も
ま
れ
な
る
山
べ
に
は
嵐

ば
か
り
ぞ
絶
え
ず
お
と
な
ふ
」
も
、
寂
七
い
境
遇
に
あ
っ
て
、
実
感
の
投
影
か

と
想
像
さ
れ
る
。
共
に
秀
詠
と
い
え
よ
う
。
楳
子
健
在
の
感
を
い
だ
か
せ
る
の

で
あ
る
。

 
某
年
二
月
 
男
女
房
歌
合
 
出
詠
せ
ず

40
ﾎ
承
暦
二
年
十
一
月
以
後
、
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
年
）
5
8
歳
他
界
迄
十
八

年
間
は
、
あ
ま
り
体
調
も
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
も
の
か
、
歌
合
活
動
も
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
後
、
姉
祐
子
内
親
王
は
6
8
才
で
嘉
水
元
年
（
＝

〇
六
年
）
他
界
し
た
が
、
祐
子
の
サ
ロ
ン
活
動
は
、
す
で
に
康
平
四
年
（
一
〇

六
一
）
で
終
わ
っ
て
い
た
。
定
子
皇
后
の
系
統
を
く
む
六
條
斎
院
楳
子
の
華
麗

な
サ
ロ
ン
活
動
は
、
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
十
月
廿
九
日
庚
串
歌
合
を
も
っ

て
終
る
か
ら
、
十
一
世
紀
も
亦
・
定
子
皇
后
曽
孫
の
楳
子
サ
ロ
ン
の
終
焉
を

も
っ
て
閉
幕
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（52）


